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は
じ
め
に

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
で
は
、
２
０
１
６
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
た
わ
が
国
温
暖
化
対
策
の
あ
り
方
お
よ
び
２
０
３
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
を
念
頭
に
し
た
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
の
研
究
、
そ
の
情
報
発
信
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　

パ
リ
協
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
国
・
米
国
・
Ｅ
Ｕ
等
で
の
批
准
が
進
み
、
11
月
４
日
に
発
効
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
10
月
に
、
当
研
究
所
の
有
馬
純
研
究
主
幹
（
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学

院
教
授
）
が
英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
）
の
招
聘
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
を
訪
問

し
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
主
催
の
気
候
変
動
会
議
に
て
講
演
を
行
い
、
各
国
関
係
者
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
は
、
１
９
２
０
年
に
設
立
さ
れ
、
国
際
問
題
の
分
析
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。
ま
た
、
世
界
の
政
治
家
や
有
識
者
を
招
聘
し
て
各
種
の



4

テ
ー
マ
の
会
議
を
開
催
す
る
な
か
、
気
候
変
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
会
議
も
毎
年
開
催
し
、
今
年
で
20
回

目
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
交
渉
に
当
た
っ
た
各
国
の
代
表
等
が
講
演
者
と
し
て
招
聘
さ

れ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
で
の
講
演
に
加
え
、
有
馬
研
究
主
幹
が
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
る
温
暖
化
対
策

へ
の
影
響
を
は
じ
め
と
し
た
英
国
・
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
最
新
動
向
に
つ
き
ま
し
て
も

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
６
年
10
月
28
日
開
催
の
21
世
紀
政
策
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
で
、
有
馬
研
究
主
幹
か

ら
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
で
の
講
演
と
英
国
・
欧
州
で
の
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
加
筆
の
う
え
本
書
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

本
書
が
、
パ
リ
協
定
に
よ
り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
皆

さ
ま
の
理
解
を
深
め
、
わ
が
国
・
わ
が
産
業
界
の
今
後
の
取
組
み
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
の
参
考
・

一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。



セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
１
６
年
10
月
28
日
開
催
）

英
国
と
欧
州
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
政
策
動
向

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授　
　

有
馬　

純

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／
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１
．
英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
に
お
け
る
気
候
変
動
会
議

　

10
月
10
日
〜
11
日
、
筆
者
は
英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
（
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
）
に
招
か
れ
、
こ
の

時
期
恒
例
の
気
候
変
動
会
議
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
す
る
機
会
を
得
た
。
筆
者
が
２
０
１
１
年
〜

15
年
ま
で
ジ
ェ
ト
ロ
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
に
勤
務
し
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
会
議
や
朝
食
会
に
頻
繁
に
参

加
し
て
い
た
こ
と
、
２
０
０
８
年
〜
11
年
に
国
連
気
候
変
動
交
渉
で
首
席
交
渉
官
を
務
め
、
ロ
ン
ド
ン

勤
務
中
も
経
済
産
業
省
地
球
環
境
問
題
特
別
調
査
員
と
し
て
交
渉
に
引
き
続
き
関
与
し
て
い
た
こ
と
等

が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
要
請
さ
れ
た
背
景
で
あ
ろ
う
。

　

会
議
は
１
日
半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
中
に
は
パ
ト
リ
シ
ア
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
事
務
局
長
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ト
ゥ
ビ
ア
ナ
仏
気
候
変
動
特

使
、
ニ
ッ
ク
・
ハ
ー
ド
英
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
省
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
）
気
候
変
動
担
当
大

臣
、
メ
ア
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
元
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
統
領
、
ジ
ョ
ス
・
デ
ル
ベ
ケ
欧
州
委
員
会
気
候
行

動
局
長
、
デ
ビ
ッ
ド
・
キ
ン
グ
英
外
務
省
気
候
変
動
特
使
等
が
含
ま
れ
、
出
席
者
は
１
５
０
名
程
度
で

あ
っ
た
。

　

会
議
は
、
①
パ
リ
協
定
の
実
施
、
②
低
原
油
価
格
下
の
気
候
政
策
、
③
資
金
と
投
資
（
１
兆
ド
ル
の
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資
金
動
員
）、
④
吸
収
源
、
⑤
気
候
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ー
ジ
、
⑥
主
要
排
出
国
の
見
通
し
、
の
６
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ
ス
ト
が
短
い
冒
頭
プ
レ
ゼ
ン

を
行
い
、
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
り
、
筆
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
た
の
は
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
⑥
主
要
排
出
国
の
見
通
し
）
で
あ
る
。

　
（
１
）
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
色
合
い

　

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
は
政
治
、
外
交
、
経
済
等
、
お
よ
そ
国
際
問
題
に
関
す
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
れ
ば
幅

広
く
扱
っ
て
お
り
、
情
報
大
国
英
国
ら
し
い
含
蓄
の
あ
る
分
析
に
は
定
評
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気

候
変
動
問
題
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
石
油
問
題
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
関
連
に
つ
い

て
は
、
先
日
、
安
倍
総
理
の
前
で
国
際
石
油
情
勢
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ス
テ
ィ

ー
ブ
ン
ス
氏
の
よ
う
な
優
秀
な
研
究
員
が
い
る
。
他
方
、
気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
は
欧
州
ら
し
い
グ

リ
ー
ン
な
傾
向
が
非
常
に
目
立
つ
。
筆
者
は
ロ
ン
ド
ン
駐
在
当
時
か
ら
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
気
候
変
動

関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
、
朝
食
会
等
に
多
数
参
加
し
た
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
選
定
、
集
ま
っ
て
く
る
人
々
の

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
全
般
に
「
気
候
変
動
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
先
進
国
が
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
る
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こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。
石
炭
は
駆
逐
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
ト
ー
ン
が
強
か
っ
た
。
一

度
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
会
議
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
急
増
す
る
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
潤
沢
で

安
価
な
石
炭
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
な
い
事
実
。

で
あ
れ
ば
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
技
術
を
使
い
、
石
炭
使
用
に
よ
る
環
境
負
荷
を
で
き
る
だ
け
下
げ
る
と
い

う
方
向
を
考
え
る
べ
き
」
と
発
言
を
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
会
議
参
加
者
か
ら
「
そ
れ
は
石
炭
使
用
を
ロ

ッ
ク
イ
ン
す
る
と
ん
で
も
な
い
考
え
方
だ
。
自
分
た
ち
の
子
孫
の
未
来
の
た
め
に
そ
ん
な
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」
と
指
弾
に
近
い
反
応
を
受
け
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
現
実
性
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
重

視
す
る
お
国
柄
の
英
国
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
気
候
変
動
に
つ
い
て
は
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
が

目
立
ち
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
も
そ
れ
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
は
２
０
１
６
年
４
月
に
「
ポ
ス
ト
・
パ
リ
─
グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
変
動
合
意
を
前

へ
」（Post Paris : T

aking Forw
ard the Global Clim

ate Change D
eal ＊

１

）
と
い
う
レ
ポ
ー
ト

を
出
し
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

パ
リ
合
意
は
外
交
的
勝
利
で
あ
る
。
そ
の
特
色
は
第
１
に
ハ
ー
ド
な
法
的
枠
組
み
の
形
を
と
り
つ

つ
、
実
施
に
つ
い
て
は
ソ
フ
ト
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
採
用
し
た
柔
軟
（flexible

）
な
も
の
で
あ
る
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こ
と
。
第
２
に
１
９
６
カ
国
が
署
名
し
た
最
初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
で
あ
り
、
全
員
参
加
型

（inclusive

）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
他
方
、
第
３
に
国
別
貢
献
（N

ationally D
eterm

ined 
Contribution

）に
基
づ
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
枠
組
み
で
あ
る
た
め
、各
国
の
目
標
内
容
が
標
準
化 

さ
れ
て
い
な
い
雑
然
と
し
た
（m
essy

）
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
４
に
各
国
の
目
標
を
積
み
上
げ

て
も
、
産
業
革
命
以
降
の
温
度
上
昇
を
２
度
を
十
分
下
回
る
レ
ベ
ル
に
安
定
化
さ
せ
る
に
は
全
く

足
り
な
い
、
積
み
あ
が
ら
な
い
（non-additive

）
も
の
で
あ
る
こ
と
。
第
５
に
５
年
毎
に
、
よ
り 

野
心
的
な
目
標
設
定
を
求
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
す
る
動
的
（dynam

ic

）
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　

２
度
以
内
に
抑
え
る
た
め
に
は
次
の
５
年
間
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
１
・
５
度
安
定
化
に

関
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
特
別
報
告
書
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ダ
イ
ア
ロ
グ

（facilitative dialogue

）
は
各
国
に
２
０
２
０
年
の
パ
リ
協
定
発
効＊

２

に
先
立
っ
て
目
標
を
見
直

す
機
会
を
与
え
る
。
Ｇ
７
や
Ｇ
20
と
い
っ
た
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
始
め
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
分
析
に
よ
れ
ば
今
世
紀
末
ま
で
の
温
度
上
昇
を
１
・
８

度
に
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
米
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
２
０
２
５
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
26
％
減
か

ら
２
０
３
０
年
ま
で
に
40
％
減
に
、
Ｅ
Ｕ
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
90
年
比
40
％
減
か
ら
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47
％
減
に
引
き
上
げ
、
中
国
の
排
出
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
時
期
を
２
０
３
０
年
か
ら
２
０
２
５
年
に
前

倒
し
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
で
欧
州
委
員
会
が
２
０
１
６
年
３
月
に
出
し

たT
he Road from

 Paris ＊
３

に
お
い
て
２
０
３
０
年
目
標
を
ロ
ッ
ク
イ
ン
す
る
方
向
性
を
出
し
て

い
る
の
は
懸
念
材
料
で
あ
る
。

　
　

リ
マ
・
パ
リ
行
動
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
下
で
始
め
ら
れ
た
「
有
志
連
合
」
や
「
ク
ラ
ブ
」
は
各
国
政
府

や
企
業
、
都
市
、
市
民
団
体
等
の
非
政
府
組
織
に
よ
る
野
心
的
な
取
り
組
み
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
特
定
の
計
測
可
能
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

ポ
ス
ト
・
パ
リ
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
市
民
団
体
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
し
か
し
多
く
の
国

で
は
こ
れ
ら
の
団
体
や
メ
デ
ィ
ア
が「
安
全
に
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
」（safe operating space

） 

が
収
縮
し
て
い
る＊

４

。
パ
リ
後
の
枠
組
み
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
訴
訟＊

５

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
等
の
面
で
市
民
団
体
と
メ
デ
ィ
ア
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１　

https://w
w

w
.chatham

house.org/publication/post-paris-taking-forw
ard-global-clim

ate-change-deal
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２　

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
レ
ポ
ー
ト
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
パ
リ
協
定
の
発
効
は
２
０
２
０
年
頃
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

３　

http://w
w

w
.eesc.europa.eu/?i=portal.en.nat-opinions.39278

４　

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
中
国
に
お
い
て
市
民
団
体
が
警
察
へ
の
登
録
と
様
々
な
活
動
を
行
う
場
合
の
許
可
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
イ
ン

ド
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
が
反
国
家
的
で
あ
る
と
の
理
由
で
銀
行
口
座
の
凍
結
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
が
国
外
退
去
処
分
を
受
け
た

こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

５　

レ
ポ
ー
ト
で
は
２
０
１
５
年
６
月
に
市
民
団
体
の
訴
訟
を
受
け
て
オ
ラ
ン
ダ
の
裁
判
所
が
政
府
に
今
後
５
年
間
で
少
な
く
と
も
25
％
の

排
出
削
減
を
求
め
る
判
決
を
出
し
た
こ
と
、
２
０
１
５
年
11
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
司
法
当
局
が
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
社
が
気

候
変
動
の
リ
ス
ク
を
知
り
な
が
ら
投
資
家
に
対
し
て
情
報
を
開
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
事
例
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
今
回
の
気
候
変
動
会
議
の
雰
囲
気

　

前
記
の
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
報
告
書
は
米
国
、
Ｅ
Ｕ
に
２
０
２
０
年
に
先
立
っ
て
大
幅
な
目
標
上
積
み

を
求
め
る
等
、
グ
リ
ー
ン
色
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
10
月
10
日
〜
11
日
の
会
議
も
前
記
の
よ
う

な
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
傾
向
を
反
映
し
た
参
加
者
、
ス
ピ
ー
カ
ー
が
目
立
っ
た
。
様
々
な
パ
ネ
リ
ス

ト
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
発
言
の
中
で
共
通
し
て
よ
く
聞
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
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る
。
全
体
と
し
て
欧
州
の
環
境
関
係
者
の
代
表
的
な
見
方
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　

予
想
を
大
幅
に
上
回
り
、
パ
リ
協
定
が
11
月
初
め
に
発
効
す
る
こ
と
、
国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｏ
）
に
お
い
て
国
際
線
の
分
野
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た
世
界
的
な
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
制
度
（
Ｇ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
）
を
導
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書

締
約
国
会
議
に
お
い
て
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
規
制
対
象
追
加
が
合
意
さ
れ
る
等
、
世

界
は
脱
炭
素
化
に
向
け
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　

11
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
（
マ
ラ
ケ
シ
ュ
）
は
パ
リ
協
定
発
効
を
祝
賀
す
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
２
０
２
０
年
ま
で
の
途
上
国
へ
の
資
金
援
助
１
０
０
０
億
ド
ル
を
確
保
す
る
こ
と
、
適
応
基

金
の
詳
細
を
詰
め
る
こ
と
、
パ
リ
協
定
の
詳
細
ル
ー
ル
の
作
成
等
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
で
こ
れ
ら
の
課
題
が
決
着
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
に
対
す
る
期

待
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

１
・
５
℃
〜
２
℃
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
今
世
紀
後
半
ど
こ
ろ
か
２
０
５
０
年
に
は
世
界
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全
体
で
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
コ
ス
ト
は
大
き
く
下
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

　
　

各
国
の
提
出
し
た
約
束
草
案
の
合
計
は
１
・
５
℃
〜
２
℃
目
標
達
成
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
特
別
報
告
書
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
通
じ
、
２
０
２
０

年
よ
り
も
前
に
各
国
の
目
標
の
更
な
る
積
み
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ど
の
国
が
２
０
２
０
年
以

前
の
段
階
で
先
陣
を
切
っ
て
目
標
を
引
き
上
げ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

脱
炭
素
化
の
た
め
に
は
膨
大
な
資
金
が
必
要
（
年
間
数
兆
ド
ル
）
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
決
定
的

に
重
要
な
の
は
金
融
部
門
の
役
割
で
あ
り
、
化
石
燃
料
へ
の
資
金
の
流
れ
を
変
え
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
資
金
が
流
れ
る
よ
う
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
Ｇ

20
の
要
請
を
受
け
、
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
に
お
い
て
気
候
変
動
関
連
財
務
デ
ィ
ス
ク
ロ

ー
ジ
ャ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
強
制
力
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

　
　

低
炭
素
投
資
、
低
炭
素
技
術
開
発
の
た
め
に
は
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
導
入
が
決
定
的
に
重
要
で

あ
る
。
現
在
、
中
国
で
は
２
省
５
市
で
排
出
量
取
引
の
実
験
的
導
入
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
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が
全
国
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
れ
ば
、
世
界
の
排
出
量
の
約
半
分
が
炭
素
税
も
し
く
は
排
出
量
取
引

を
通
じ
て
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
対
象
に
な
る
。
10
年
前
は
夢
物
語
と
思
わ
れ
て
い
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
炭
素
価
格
」
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
。

　
　

相
変
わ
ら
ず
化
石
メ
ジ
ャ
ー
、
重
厚
長
大
産
業
は
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
阻
害
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
彼
ら
を
ど
う
追
い
詰
め
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
社
に
対
す
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
当
局
の
調
査
や
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
対
す
る
訴
訟
等
、
市
民
団
体
が
政
府
や

企
業
を
訴
え
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　

「
温
暖
化
防
止
」
で
は
一
般
国
民
に
訴
求
力
が
弱
い
。
経
済
、
雇
用
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
を
前
面

に
出
し
た
説
明
、
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

欧
州
は
今
後
と
も
温
暖
化
防
止
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
観
点

で
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
）
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

（
３
）
主
要
排
出
国
の
パ
ネ
ル

　

筆
者
が
参
加
し
た
主
要
排
出
国
の
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
は
、「
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
日
本
等
主
要
排
出
国
に
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お
け
る
気
候
政
策
の
見
通
し
は
何
か
、
リ
ス
ク
と
不
確
実
性
は
何
か
」、「
主
要
排
出
国
が
今
後
４
年
間

の
間
に
排
出
削
減
目
標
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
可
能
か
」、「
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
決
定
は
英
国
及
び
Ｅ
Ｕ

の
野
心
レ
ベ
ル
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
他
、
英
国
の
環

境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｅ
３
Ｇ
（T

hird Generation Environm
entalism

）
の
ニ
ッ
ク
・
メ
イ
ビ
ー
代

表
、
米
国
の
環
境
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
Ｅ
Ｄ
Ｆ
（Environm

ental D
efense Fund

）
の
ナ
ッ
ト
・ 

ケ
オ
ハ
ン
副
代
表
が
参
加
し
た
。
メ
イ
ビ
ー
代
表
、
ケ
オ
ハ
ン
副
代
表
が
述
べ
た
欧
州
、
米
国
の
動
向

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　

英
国
・
Ｅ
Ｕ
の
動
向

　
　

Ｅ
Ｕ
は
国
際
的
な
温
暖
化
議
論
を
常
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
４
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
に
の
ぼ
る
資
金

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
を
拡
大
し
、
コ
ス
ト
削
減
を
通
じ
て
国
際
的
に
貢
献
し
て
き
た
。

中
国
に
お
け
る
政
策
変
更
（
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
の
導
入
）
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
は
他
国
を
大
幅
に
上
回
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
示
し
て
き
た
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

Ｔ
は
欧
州
及
び
英
国
が
果
た
し
て
き
た
指
導
的
役
割
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
。
ブ
ラ
ッ
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セ
ル
で
は
野
心
の
引
き
上
げ
の
議
論
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
よ
り
、
野

心
的
行
動
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
発
言
力
が
増
し
、
野
心
の
レ
ベ
ル
が
低
い
方
向
に
向

か
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　
　

欧
州
諸
国
は
経
済
危
機
や
移
民
・
難
民
問
題
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
等
、
多
く
の
問
題
に
直
面
し
て
お

り
、
温
暖
化
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
下
が
り
が
ち
で
あ
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
な
議
論
に
立
ち
向

か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

そ
の
た
め
に
は
温
暖
化
対
策
は
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
も
貢
献
す
る
こ

と
を
消
費
者
に
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
等

で
は
温
暖
化
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
同
じ
く
ら
い
の
脅
威
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
　

英
国
は
低
炭
素
化
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
他
方
、
Ｃ
ｆ
Ｄ
に
基
づ
く
ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
原

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
膨
大
な
補
助
金
は
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
再
エ
ネ
、
省

エ
ネ
、
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
分
野
で
の
英
国
技
術
に
振
り
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。

②　

米
国
の
動
向

　
　

第
２
期
に
お
け
る
オ
バ
マ
政
権
は
歴
代
の
ど
の
大
統
領
よ
り
も
温
暖
化
防
止
に
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
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ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
　

２
０
２
０
年
▲
17
％
と
い
う
現
在
の
目
標
の
延
長
線
上
で
は
２
０
２
５
年
▲
26
％
〜
28
％
目
標
の

達
成
は
困
難
で
あ
る
。
更
に
２
０
２
５
年
以
降
の
野
心
の
引
き
上
げ
を
す
る
た
め
に
は
新
た
な
施

策
が
必
要
と
な
る
。
炭
素
に
価
格
を
つ
け
、
そ
の
歳
入
を
低
炭
素
化
に
向
け
る
よ
う
な
包
括
的
な

政
策
が
望
ま
し
い
が
、
オ
バ
マ
政
権
第
１
期
で
連
邦
レ
ベ
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
を
導
入
し

よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
。
こ
の
た
め
、
セ
ク
タ
ー
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
し
か
な
か
っ
た
。

　
　

当
然
な
が
ら
大
統
領
選
の
結
果
は
中
断
中
の
ク
リ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
の
行
く
末
を
含
め
、

米
国
の
温
暖
化
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
片
や
ト
ラ
ン
プ
候
補
は
温
暖
化
詐
欺
説
で
あ

り
、
ク
リ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
は
廃
止
、
米
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
も
解
体
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
は
温
暖
化
対
策
を
更
に
前
進
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
お

り
、
彼
女
の
チ
ー
ム
に
は
ジ
ョ
ン
・
ポ
デ
ス
タ
の
よ
う
な
優
れ
た
人
材
も
い
る
。

　
　

し
か
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
が
当
選
し
た
と
し
て
も
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
よ
う
に
気
候
変
動
に
個

人
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
置
く
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

イ
ン
フ
ラ
、
経
済
等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
か
ら
だ
。
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大
統
領
選
と
同
じ
く
ら
い
、
議
会
の
動
向
も
重
要
で
あ
る
。
共
和
党
の
中
に
も
ギ
ブ
ソ
ン
下
院
議

員
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
）
の
よ
う
に
温
暖
化
対
策
の
重
要
性
を
理
解
す
る
者
が
お
り
、
こ
う

し
た
人
々
の
支
援
が
必
要
に
な
る
。

③　

我
が
国
の
動
向

　

引
き
続
き
、
筆
者
か
ら
は
日
本
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
　

日
本
は
原
発
停
止
に
よ
り
、
①
化
石
燃
料
輸
入
依
存
度
の
増
大
、
②
貿
易
赤
字
の
拡
大
、
③
電

力
コ
ス
ト
の
上
昇
、
④
Ｃ
Ｏ　

排
出
量
の
増
大
と
い
う
四
重
苦
に
直
面
し
て
い
る
。
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
革
命
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ　

排
出
削
減
と
電
力
コ
ス
ト
の
低
下
と
い
う
二
重
の
配
当
を
謳
歌
し
た

２
０
０
５
年
以
降
の
米
国
やdash for gas

を
経
験
し
た
90
年
代
の
英
国
と
は
真
逆
で
あ
り
、
こ

ん
な
経
験
を
し
て
い
る
国
は
他
に
な
い
。

　
　

約
束
草
案
の
根
拠
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
策
定
に
当
た
り
、
我
が
国
は
①
自
給
率
を
震

災
前
に
戻
す
、
②
電
力
コ
ス
ト
を
今
よ
り
も
引
き
下
げ
る
、
③
国
際
的
に
遜
色
の
な
い
削
減
目
標

の
３
つ
の
条
件
を
設
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
作
り
上
げ
た
。
日
本
の

２

２
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26
％
目
標
は
３
つ
の
Ｅ
を
実
現
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
天

か
ら
降
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
中
で
も
原
子
力
の
シ
ェ
ア
の
回
復
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
化
石
燃
料
の
輸
入
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
再
エ
ネ
の
拡
大
に
よ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
支
援
コ
ス
ト
を
吸

収
す
る
と
い
う
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
原
子
力
の
再
稼
働
は
再
エ
ネ
増
大
の
た
め
に
も
不
可

欠
な
の
で
あ
る
。

　
　

日
本
が
目
標
値
を
引
き
上
げ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
原
子
力
の
再
稼
働
の
進
捗
次
第
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
原
子
力
に
反
対
す
る
世
論
は
依
然
強
い
。
何
か
に
強
く
反
対
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
論
と
反
原
発
論
の
間
に
は
あ
る
種
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
日
本
で
は
原
発
再
稼

働
に
反
対
す
る
際
に
「
停
電
が
な
い
か
ら
原
発
は
不
要
」
と
い
う
議
論
が
聞
か
れ
る
が
、
こ
れ
は

化
石
燃
料
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
よ
る
Ｃ
Ｏ　

排
出
増
や
安
全
保
障
の
脆
弱
性
増
大
を
無
視
し
た
議
論

で
あ
る
。

　
　

世
論
を
背
景
に
、
政
府
は
政
治
的
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
原
発
議
論
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
原

子
力
規
制
当
局
は
「
安
全
な
稼
動
の
確
保
」
よ
り
も
ゼ
ロ
リ
ス
ク
論
に
傾
斜
し
て
い
る
。
電
力
市

２
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場
自
由
化
は
原
子
力
を
め
ぐ
る
事
業
環
境
を
不
透
明
化
さ
せ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
原
子
力
を
取

り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す
べ
く
、
再
稼
働
に
向
け
て
粘
り
強
く

取
り
組
む
。
国
内
で
は
長
期
戦
略
の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
長
期
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を

図
る
た
め
に
は
原
子
力
の
リ
プ
レ
ー
ス
、
新
増
設
の
議
論
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

　
　

パ
リ
協
定
の
発
効
は
慶
賀
す
べ
き
だ
が
、
現
在
の
技
術
や
そ
の
改
善
で
は
温
度
目
標
は
決
し
て
達

成
で
き
な
い
。
日
本
は
革
新
的
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
国
際
連
携
に
も
積
極
的
に
関
与
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
　

な
お
透
明
性
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ト
ッ
ク
テ
ー
ク
を
非
難
の
応
酬
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
非
常
な
努

力
を
要
す
る
目
標
を
設
定
し
た
国
が
目
標
未
達
を
批
判
さ
れ
、
容
易
に
達
成
可
能
な
目
標
を
設
定

し
た
国
が
目
標
達
成
を
賞
賛
さ
れ
る
よ
う
で
は
野
心
的
な
目
標
を
出
す
国
は
い
な
く
な
る
。

　

会
議
の
参
加
者
の
中
に
は
か
つ
て
「
日
本
の
中
期
目
標
は
不
十
分
で
あ
る
」、「
原
子
力
依
存
度
が
高

す
ぎ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
が
低
す
ぎ
る
」「
石
炭
火
力
の
新
設
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い

っ
た
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
批
判
記
事
に
名
を
連
ね
て
い
た
人
々
も
い
る
。
筆
者
の
プ
レ
ゼ
ン
へ
の
質
疑
応
答
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の
中
で
そ
う
し
た
質
問
、
コ
メ
ン
ト
が
出
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

生
じ
な
か
っ
た
。
最
終
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
皆
疲
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
４
）
全
般
的
印
象

　

全
体
を
通
じ
て
ま
ず
感
じ
ら
れ
た
の
は
パ
リ
協
定
の
予
想
以
上
の
早
期
発
効
等
を
受
け
た
欧
州
の
環

境
関
係
者
の
高
揚
感
と
鼻
息
の
荒
さ
で
あ
る
。
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
パ
リ
協
定
の
批
准
が
進
む
中

で
、
環
境
先
進
国
を
自
認
す
る
Ｅ
Ｕ
が
出
遅
れ
る
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
が
、
個
別
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
批

准
を
認
め
る
と
い
う
欧
州
理
事
会
決
定
を
受
け
て
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
が
駆
け
込
み
批
准
を
行
い
、
発
効
時
の
メ
ン
バ
ー

に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
も
鼻
息
が
荒
い
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
中
に
は
環
境
関
連
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
環
境
系
の
学
識
経
験
者
が
多

く
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、「
パ
リ
協
定
の
発
効
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
が
や
っ
て
き
た
」、「
野
心
の
レ

ベ
ル
を
２
０
２
０
年
以
前
の
段
階
で
更
に
引
き
上
げ
ろ
」
と
か
「
化
石
メ
ジ
ャ
ー
を
追
い
詰
め
る
こ
と

が
必
要
」
と
い
っ
た
議
論
が
目
立
っ
た
。
会
議
の
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
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の
事
務
局
長
が
い
る
の
だ
か
ら
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
に
と
っ
て
温
暖
化
防
止
は

至
高
の
価
値
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
中
心
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
猪
突
猛
進
型
の

コ
メ
ン
ト
が
出
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

他
方
、
多
く
の
欧
州
諸
国
で
経
済
不
振
、
移
民
・
難
民
問
題
等
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
彼
ら
が
期
待

す
る
温
暖
化
問
題
へ
の
各
国
政
府
、
国
民
の
関
心
が
相
対
的
に
下
が
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
と
い
う

現
実
も
あ
る
。
高
揚
感
に
満
ち
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
発
言
が
続
く
一
方
で
「
温
暖
化
防
止
で
は
訴
求
力

が
弱
い
」「
雇
用
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
前
面
に
出
す
必
要
」
と
い
う
発
言
が
出

て
く
る
の
は
そ
う
い
う
事
情
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
筆
者
と
同
じ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
紹
介
さ

れ
た
Ｅ
Ｕ
や
米
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
よ
り
も
現
実
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
欧
州
の
環
境
関
係
者
が
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
欧
州
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
与
え
る
影
響
を
深
刻

に
懸
念
し
て
い
る
こ
と
も
印
象
深
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
策
の
形
成
過
程
と
そ
の

中
で
英
国
が
果
た
し
て
き
た
役
割
が
あ
る
。
次
節
で
は
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
政
策
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。
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２
．
Ｅ
Ｕ
の
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
形
成
過
程

（
１
）
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案

　

Ｅ
Ｕ
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
20
：
20
：
20

目
標
」
を
掲
げ
て
き
た
。
こ
れ
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
90
年
比
20
％
削
減
、
最
終
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
を
20
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
20
％
改
善

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
２
０
０
７
年
に
発
表
さ
れ
、「
国
際
的
な
温
暖
化
防

止
議
論
に
向
け
て
欧
州
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
」
と
い
う
意
気
軒
昂
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
欧
州
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
更
に
ユ
ー
ロ
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
厳
し
い
経
済

情
勢
に
陥
る
。
更
に
２
０
０
５
年
頃
か
ら
本
格
化
し
た
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ
り
、
欧
州
と

米
国
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
差
が
拡
大
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
２
０
０
０
年
頃
、

米
国
と
欧
州
の
産
業
用
電
力
価
格
は
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
２
０
１
０
年
頃
に
は
欧
州
の
方

が
２
倍
〜
２
・
５
倍
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
よ



24

1

Source: IEA W
orld Energy O

utlook 2013
出

所
：

IEA
 W

orld Energy O
utlook

図
１
：
米
国
を
１
と
し
た
場
合
の
日
・
EU
・
中
国
の
産
業
用
電
力
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る
電
力
コ
ス
ト
の
低
下
と
、
再
エ
ネ
推
進
等
に
よ
る
欧
州
の
電
力
コ
ス
ト
の
上
昇
の
両
方
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
こ
の
た
め
、
欧
州
で
は
米
国
と
の
国
際
競
争
力
格
差
に
対
す
る
懸
念
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。

　

加
え
て
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ガ
ス
紛
争
の
再
発
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
等
に
よ
り
、
欧

州
と
ロ
シ
ア
の
関
係
が
険
悪
化
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
天
然
ガ
ス
依
存
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
上
の
脅
威

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
供
給
安
全
保
障
、
持
続
可
能
な
発
展
、
競
争
力
強
化
の
３
つ
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。
３
つ
の
Ｅ
の
バ
ラ
ン
ス
に
腐
心
す
る
日
本
と
も
通
ず
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
は
均
等
で
は
な
く
、
時
代
の
変
遷
に
応
じ
て
変
化
し
て
き

た
。
１
９
９
０
年
代
に
お
い
て
は
電
力
、
ガ
ス
市
場
改
革
を
中
心
に
競
争
力
重
視
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
０
０
年
代
半
ば
ま
で
は
温
暖
化
防
止
が
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

政
策
の
中
核
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
な
事
情
で
最
近
は
競
争
力
強
化
、
供
給
安

全
保
障
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
リ
バ
ラ
ン
ス
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
２
０
１
４
年

に
誕
生
し
た
ユ
ン
カ
ー
委
員
長
、
ト
ゥ
ス
ク
大
統
領
の
下
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
合
」
が
重
点
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
な
っ
て
い
る
の
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
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1

Source: IEA W
orld Energy O

utlook 2013

図
２
：
EU
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
３
つ
の
目
標
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を
念
頭
に
Ｅ
Ｕ
が
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
る
に
当
た
っ
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
変

化
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
と
し
て
引
き
続
き
、
温
暖
化
防
止
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
た
い
、
し
か
し
コ
ス
ト
格
差
に

よ
る
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
う
し
た
中
で
２
０
１
４
年
１
月
に
欧
州
委
員

会
が
出
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

２
０
３
０
年
ま
で
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
90
年
比
▲
40
％
と
す
る
。
う
ち
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
部
門
は

２
０
０
５
年
比
▲
43
％
に
、
非
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
部
門
は
２
０
０
５
年
比
▲
30
％
と
し
、
後
者
に
つ

い
て
は
各
国
間
で
割
り
振
り
を
行
う
。

　
　

Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
を
強
固
で
効
果
的
な
も
の
と
す
べ
く
、
次
期
取
引
期
間
が
開
始
す
る
２
０
２
１
年

初
頭
に
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
を
導
入
す
る
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
を
２
０
３
０
年
最
低
27
％
と
す
る
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
目
標

と
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
が
、
各
国
の
国
情
に
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
改
革
を
可
能
に

す
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
形
で
各
国
別
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
　

省
エ
ネ
指
令
を
２
０
１
４
年
末
ま
で
に
見
直
す
（
欧
州
委
員
会
の
分
析
で
は
40
％
削
減
を
達
成
す
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る
た
め
に
は
２
０
３
０
年
に
25
％
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
が
必
要
）。

　
　

Com
petitive, A

ffordable, Secure

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
確
保
す
べ
く
、
複
数
の
指
標
、
例

え
ば
貿
易
相
手
国
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
差
、
供
給
多
様
化
、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
依
存
度
、

加
盟
国
間
の
接
続
能
力
等
を
設
定
す
る
。

　
　

各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
が
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
整
合
性
を
確
保
す
る
共
通
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ

く
も
の
と
な
る
よ
う
、
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

　
　

２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
検
討
材
料
と
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
コ
ス
ト
に

影
響
を
与
え
る
要
因
、
主
要
貿
易
相
手
国
と
の
比
較
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
。

（
２
）
加
盟
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
案
発
表
後
、
Ｅ
Ｕ
内
で
は
２
０
１
４
年
10
月
の
理
事
会
に
向
け
て
色
々
な
議
論
が
行
わ

れ
た
。
３
つ
の
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
色
分
け
し
た
興
味
深
い
分
析
も
あ
る
。
図
３
は

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
関
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
濃
い
緑
色
が
「
少
な
く
と
も
40
％

削
減
」
を
支
持
す
る
国
々
、
淡
い
緑
色
が
「
40
％
削
減
」
を
支
持
す
る
国
々
、
赤
が
40
％
削
減
目
標
に
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1

Source: IEA W
orld Energy O

utlook 2013
出

所
：

Carbon Brief

図
３
：
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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反
対
し
て
い
る
国
々
で
あ
る
。

　

図
４
は
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
最
も

濃
い
緑
色
が
27
％
以
上
の
目
標
を
志
向
す
る
国
々
、
次
に
濃
い
緑
色
が
27
％
の
拘
束
力
あ
る
目
標
を
支

持
す
る
国
々
、
淡
い
緑
色
が
27
％
の
拘
束
力
の
な
い
目
標
を
支
持
す
る
国
々
、
赤
が
27
％
目
標
に
反
対

し
て
い
る
国
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
英
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。
英
国
は
伝
統
的
に
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
信
奉
す
る
度
合
い
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
は
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
が
一
本
あ
れ
ば
十
分
と
の
立
場
を
取
っ
て
き
た
。
各
国
別
に
ま
で
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ

ン
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
は
、
電
力
部
門
に
お
け
る
強
制
買
取
制
度
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

な
り
、
欧
州
債
務
危
機
に
よ
る
電
力
需
要
の
低
下
と
も
あ
い
ま
っ
て
電
力
部
門
の
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
需

要
を
抑
圧
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
英
国
や
欧
州
委
員
会
の
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
担
当
者
は
「
排
出
量

取
引
の
最
も
優
れ
た
特
質
は
、
温
暖
化
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
最
も
経
済
的
な
手
法
を
自
由
に
選
べ
る
こ

と
で
あ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
口
部
門
で
あ
る
電
力
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
コ
ス
ト
を
度
外
視
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
取
を
義
務
付
け
れ
ば
、
費
用
対
効
果
の
高
い
手
法
の
選
択
を
許
容
す
る
と
い

う
排
出
量
取
引
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
減
殺
さ
れ
る
」
と
の
見
方
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
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1

Source: IEA W
orld Energy O

utlook 2013

出
所

：
Carbon Brief

図
４
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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1

Source: IEA W
orld Energy O

utlook 2013

出
所

：
Carbon Brief

図
５
：
省
エ
ネ
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
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ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
目
標
と
国
別

目
標
を
設
定
す
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
欧
州
委
員
会
の
案
は
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
目
標
は
設
定
す

る
が
、
国
別
目
標
は
設
定
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
英
国
は
「
各
国
レ
ベ
ル
の
目
標
設
定

に
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
で
の
拘
束
力
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
も
受
け

入
れ
可
能
」
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
軟
化
し
て
い
た
。
英
国
の
ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ド
イ
ツ
が
受
け
入
れ
る
（
注
：
２
０
１
４
年
秋
時
点
で
は
ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
原
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
国
家
補
助
に
関
す
る
欧
州
委
員
会
の
調
査
が
続
い
て
い
た
）
こ
と
の
見
返
り
と
し
て

英
国
が
ド
イ
ツ
の
主
張
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
穿
っ
た
見
方
も
あ
る
。

　

図
５
は
省
エ
ネ
目
標
に
対
す
る
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
１
月
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案

の
時
点
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
40
％
削
減
す
る
た
め
に
は
25
％
程
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
が
必

要
と
の
欧
州
委
員
会
試
算
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
省
エ
ネ
指
令
見
直
し
の

中
で
２
０
１
６
年
７
月
に
「
30
％
改
善
」
と
い
う
数
字
を
提
案
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
背
景
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
る
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
気
候
変
動
対

策
双
方
に
有
効
で
費
用
対
効
果
の
高
い
省
エ
ネ
対
策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。



34

最
も
濃
い
緑
色
が
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
で
30
％
以
上
、
次
に
濃
い
緑
色
が
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
で
拘
束
力
の
あ
る
30
％

目
標
、
淡
い
緑
色
が
拘
束
力
の
な
い
30
％
目
標
、
ピ
ン
ク
色
が
「
検
討
中
」、
薄
い
赤
色
が
拘
束
力
の

な
い
25
％
目
標
、
濃
い
赤
色
が
25
％
目
標
に
反
対
し
て
い
る
国
々
で
あ
る
。

　

３
つ
の
図
を
見
る
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
東
欧
諸
国
が
欧
州
委
員
会
提
案
の
目
標
全
て
に
つ

い
て
反
旗
を
翻
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
10
月
の
欧
州
理
事
会
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
意
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
東
欧
諸
国
の
反
対
を
抑
え
込
め
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

（
３
）
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
採
択

　

２
０
１
４
年
10
月
23
日
に
首
脳
レ
ベ
ル
で
構
成
さ
れ
る
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、
２
０
３
０
年
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

２
０
３
０
年
に
最
低
で
も
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
１
９
９
０
年
比
最
低
で
も
▲
40
％

　
　

Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
目
標
達
成
の
中
核
（
05
年
比
▲
43
％
）

　
　

１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
Ｅ
Ｕ
平
均
の
60
％
を
下
回
る
加
盟
国
に
つ
い
て
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
エ 

ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
無
償
割
当
を
認
め
、
こ
れ
ら
諸
国
に
お
け
る
追
加
投
資
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ

−
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Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
２
％
に
相
当
す
る
新
た
な
リ
ザ
ー
ブ
を
創
設

　
　

非
Ｅ
Ｔ
Ｓ
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
05
年
比
０
％
〜
▲
40
％
ま
で
の
加
盟
国
ご
と
の
削
減
目
標
を
設
け

る
た
め
、
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
基
づ
い
て
加
盟
国
間
で
負
担
を
分
担

　
　

２
０
３
０
年
の
Ｅ
Ｕ
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
目
標
は
最
低

で
も
27
％
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
拘
束
力
あ
る
（binding

）
目
標

　
　

２
０
３
０
年
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
比
較
し
て
最
低
で
も
27
％

削
減
す
る
と
い
う
目
安
（indicative

）
の
目
標
を
設
定
。
こ
の
指
標
は
２
０
２
０
年
に
見
直
し

を
行
う
が
、
そ
の
際
に
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
と
し
て
30
％
削
減
を
目
標
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
も
含

め
て
検
討

　
　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
自
由
度
を
確
保
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
政
策
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
不
要
な

負
担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
、
信
頼
で
き
透
明
性
が
確
保
さ
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
（
管
理

シ
ス
テ
ム
）
を
構
築

　

一
見
す
る
と
２
０
１
４
年
１
月
時
点
の
欧
州
委
員
会
提
案
と
比
較
す
る
と
大
き
な
違
い
が
な
い
が
、

各
国
の
立
場
を
盛
り
込
ん
だ
妥
協
が
そ
こ
か
し
こ
に
見
ら
れ
る
。
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（
４
）
東
欧
諸
国
へ
の
配
慮

　

第
１
の
注
目
点
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
諸
国
へ
の
配
慮
で
あ
る
。「
１
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
Ｅ
Ｕ
平
均
の
60
％
を
下
回
る
加
盟
国
に
つ
い
て
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー

へ
の
無
償
割
当
を
認
め
、
こ
れ
ら
諸
国
で
の
追
加
投
資
の
た
め
に
新
た
な
リ
ザ
ー
ブ
を
創
出
」、「
非
Ｅ

Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
05
年
比
０
％
〜
▲
40
％
ま
で
の
加
盟
国
ご
と
の
削
減
目
標
を
設
け
る

た
め
、
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
基
づ
い
て
加
盟
国
間
で
負
担
を
分
担
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
発
電
量
の
９
割
近
く
は
石
炭
火
力
で
あ
り
、
こ
の
部
分

が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
無
償
割
当
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
済
へ
の
負
担
感
は
大
き
く
減
殺
さ
れ
る
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
諸
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
に
対
す
る
石
炭
の
シ
ェ
ア
が
大
き
い
こ
と
も
あ

り
、
２
０
３
０
年
に
90
年
比
少
な
く
と
も
40
％
削
減
と
い
う

案
に
対
し
て
「
40
％
削
減
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
石
炭
依

存
の
高
い
国
で
は
、
１
２
０
％
の
電
力
料
金
上
昇
に
つ
な
が

2

図６：コパチ首相を悪役ロボットに
　　　見立てた環境NGOの意見広告
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る
」、「
そ
も
そ
も
他
国
の
出
方
が
わ
か
ら
な
い
状
況
で
、
Ｅ
Ｕ
だ
け
が
前
の
め
り
の
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
に
反
対
」
と
い
っ
た
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
う
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
姿
勢
を

強
く
批
判
し
て
お
り
、
コ
パ
チ
首
相
を
映
画
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
」
の
悪
役
ロ
ボ
ッ
ト
に
見
立
て

た
広
告
を
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
欧
州
委
員
会
、
英
独
仏
等
の
西
欧
諸
国
と
し
て
は
、
２
０
１
５
年
の
パ
リ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で

２
０
２
０
年
以
降
の
枠
組
み
を
決
定
し
よ
う
と
い
う
中
で
、
何
と
し
て
で
も
２
０
２
０
年
20
％
削
減
を

大
幅
に
上
回
る
目
標
を
設
定
し
て
「
温
暖
化
防
止
を
リ
ー
ド
す
る
Ｅ
Ｕ
」
と
し
て
の
面
子
を
保
ち
た
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
東
欧
諸
国
向
け
の
特
別
措
置
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
を
封

じ
込
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
欧
州
理
事
会
終
了
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
パ
チ
首
相
は
記
者
団
に
対
し
、

「
自
分
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
新
た
な
負
担
を
課
す
る
よ
う
な
合
意
を
も
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
は
な
い
と
語

っ
て
き
た
。
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
新
た
な
負
担
は
な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
「
今

回
の
合
意
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
勝
利
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
が
強
い
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
東
欧
諸
国
の
発
言
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
も
と
も
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
の
中
で
人
口
が
大
き
い
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
イ
タ
リ
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ア
、
ス
ペ
イ
ン
と
と
も
に
、「
Ｇ
６
」
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
同
時
に
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス

ロ
バ
キ
ア
を
含
む
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
グ
ル
ー
プ
（
Ｖ
４
）
の
中
核
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
の
20
：

20
：
20
目
標
が
議
論
さ
れ
て
い
た
２
０
０
６
年
頃
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
２
０
０
４
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た

ば
か
り
の
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
当
初
段
階
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
東
欧
諸
国
の
兄
貴

分
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
て
き
た
。
２
０
１
４
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
契
機
と
し
て
欧
州
に
お
い

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ
た
際
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ト
ゥ
ス
ク
首
相

（
当
時
）
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
連
合
を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
石
炭
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
と
同
義
語
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
温
暖
化
目
標
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
石
炭
依
存
度
の
高

い
国
の
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
強
く
牽
制
し
た
。
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
Ｅ
Ｕ

大
統
領
の
後
任
に
ト
ゥ
ス
ク
首
相
が
就
任
し
た
こ
と
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
存
在
感
を
増
す
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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（
５
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
を
め
ぐ
る
今
後
の
論
点

　

第
２
の
注
目
点
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
の
目
標
で
あ
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

一
本
で
十
分
と
い
う
英
国
の
主
張
の
背
景
は
、
20
：
20
：
20
目
標
を
踏
ま
え
て
導
入
さ
れ
た
法
的
拘
束

力
を
伴
う
国
別
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
が
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
の
フ
レ
キ
シ
ビ

リ
テ
ィ
を
阻
害
し
、
炭
素
市
場
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
１
月
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案

発
表
の
段
階
で
「
国
別
目
標
は
設
定
し
な
い
」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
た
た
め
、
議
論
の
焦
点
は
Ｅ
Ｕ

ワ
イ
ド
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
、
省
エ
ネ
目
標
を
設
定
す
る
か
ど
う
か
に
移
っ
た
。
前
に
述
べ

た
よ
う
に
、
英
国
は
国
別
目
標
さ
え
設
定
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
目
標
に
つ
い
て
は
フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
東
欧
諸
国
は
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
、
省
エ
ネ
目
標
の
設
定
に
反
対
し
て
い
た
た
め
、
対
立
軸
は
西
欧
内
（
英
国
対
ド
イ

ツ
）
の
み
な
ら
ず
、
西
欧
対
東
欧
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
等
が
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
に
こ
だ
わ
っ
た
背
景
は
、
フ
ィ
ー
ド
イ
ン
タ
リ
フ
、
フ
ィ
ー
ド
イ
ン
プ

レ
ミ
ア
ム
と
い
っ
た
自
国
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
策
へ
の
「
上
か
ら
の
お
墨
付
き
」
が
必
要

だ
っ
た
か
ら
だ
。Energiew

ende

を
通
じ
て
総
発
電
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
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を
２
０
３
０
年
ま
で
に
35
％
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
80
％
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、

「
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
少
な
く
と
も
27
％
」
と
い
う
数
字
は
こ
う
し
た
高
め
の
目
標
値
を
国
内
で
正
当
化
す

る
た
め
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
形
式
上
は
温
室
効
果
ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
の
目
標
を
３
つ
残
し
つ
つ
も
、
後
２
者
に
つ
い
て
は
「
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
目
標
は
あ
る

が
、
国
別
目
標
は
（
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
）
設
定
せ
ず
」
と
い
う
形
で
実
質
的
に
温
室
効
果
ガ
ス
目
標
に

劣
後
す
る
位
置
づ
け
と
し
た
こ
と
は
、
可
能
な
唯
一
の
解
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
論
点
は
残
る
。
特
にindicative

と
さ
れ
た
省
エ
ネ
目
標
と
異
な
り
、binding

と
さ
れ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
う
達
成
責
任
を
と
る
の
か
と
い
う
至
極
当
然
な
疑
問

が
あ
る
。
２
０
１
４
年
10
月
の
理
事
会
後
、
早
速
、
欧
州
の
環
境
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル

の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
各
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
の
イ
ン
デ
ィ

ケ
ー
タ
ー
を
欧
州
委
員
会
で
開
発
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
10
月
に
合
意
さ
れ
た
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
中
に
は
「
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
自
由
度
を
確
保
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
政
策
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
不
要
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
、
信
頼
で
き
透
明
性
が
確
保
さ
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
（
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
す
る
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
る
。「
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
」
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の
詳
細
は
今
後
検
討
さ
れ
る
が
、
各
国
の
責
任
を
明
確
に
し
な
い
と
こ
ろ
が
、
こ
の
合
意
の
キ
モ
で
あ

る
。
仮
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
を
根
拠
に
欧
州
委
員
会
が
各
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
に

つ
い
て
注
文
を
付
け
始
め
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
英
国
等
の
反
発
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（
国
別
再

エ
ネ
目
標
に
反
対
だ
っ
た
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
い
う
事
情
変
更
は
あ
る
が
、
英
国
が
抜
け
た
後
で
あ
っ

て
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
は
そ
れ
に
反
対
す
る
だ
ろ
う
）。

（
６
）
２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
評
価

　

こ
の
よ
う
に
２
０
１
４
年
10
月
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
妥
協
の
産
物
と
な
っ
た
が
、
当
然
な
が
ら
環
境
・

グ
リ
ー
ン
ロ
ビ
ー
の
評
価
は
厳
し
い
。「
Ｅ
Ｕ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
せ
い
ぜ
い
が
、
一
吹
き
の
か
ぎ
薬w

hiff 
of sm

elling salts

に
過
ぎ
な
い
」（
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
）、「
欧
州
理
事
会
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
つ
い
て
英
国
に
拒
否
権
を
与
え
た
の
は
恥
ず
べ
き
こ

と
。Polluter Pay Principle

で
は
な
くPolluter V

eto Principle

だ
」（
欧
州
緑
の
党
）、「
Ｅ
Ｕ
の

40
％
目
標
は
第
一
歩
に
過
ぎ
ず
、
気
候
変
動
と
の
戦
い
で
Ｅ
Ｕ
が
存
在
感
を
示
す
に
は
あ
ま
り
に
不

十
分
」（O

xfam
 EU

）、「
欧
州
の
リ
ー
ダ
ー
は
省
エ
ネ
に
関
す
る
経
済
的
で
持
続
可
能
な
解
決
を
無
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視
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
市
民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
」（
欧
州
断
熱
材
製
造
業
者
協
会
）、「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
は
Ｂ
Ａ
Ｕ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
放
棄
し
た
と
の
危
険
な
シ
グ
ナ
ル
を
与
え
る
」（Friends of the Earth

）
等
々
、
散
々
で
あ
る
。

２
０
３
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
55
％
〜
60
％
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
を
45
％
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
40
％
改
善
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
欧
州
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、
こ
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
は
余
り
に
も
退
嬰
的
、
微
温
的
に
映
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
ユ
ー
ロ
危
機
、
米
国
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
差
の
拡
大
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
等
、
欧
州

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
を
め
ぐ
る
環
境
は
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
か
つ
て
の
よ
う
に
温
暖
化
対
策
に

の
み
偏
重
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
各
国
の
置
か
れ
た
状
況
、
利
害
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
異
な
る

中
で
、
全
員
一
致
を
旨
と
す
る
欧
州
理
事
会
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
考
慮
す
れ
ば
、
各
方
面
に
気
を

配
っ
た
今
回
の
合
意
は
む
し
ろ
「
良
く
で
き
た
」
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

２
０
３
０
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
「
西
欧
・
北
欧
対
東
欧
」
と
い
う
対
立
の
構
図
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ガ

ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
合
意
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
調
整
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
英
国
の
存
在
感
が
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
後
述
す
る
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
。
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３
．
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
建
て
直
し

（
１
）
低
迷
す
る
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
市
況

　

Ｅ
Ｕ
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
お
い
て
中
核
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ

Ｓ
で
あ
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
策
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、近
年
、機 

能
不
全
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
図
７
は
最
近
10
年
間
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
の
推
移
で
あ
る
が
、
最
盛
期

に
お
い
て
は
35
ユ
ー
ロ
／
ト
ン
を
う
か
が
っ
て
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
が
フ
ェ
ー
ズ
３
（
２
０
１
３
年

〜
20
年
）
に
お
い
て
は
５
ユ
ー
ロ
／
ト
ン
〜
７
ユ
ー
ロ
／
ト
ン
程
度
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

欧
州
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
国
際
欧
州
研
究
所（T

he Institute of International and European  
A

ffairs

）
は
２
０
１
３
年
に
Ｅ
Ｕ
が
こ
れ
ま
で
講
じ
て
き
た
温
暖
化
対
策
（
排
出
削
減
目
標
、
排
出
量 

取
引
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
、
運
輸
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
省
エ
ネ
目

標
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
、
燃
費
基
準
等
の
各
種
規
制
）
が
、
温
暖
化
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
向
上
、 

競
争
力
強
化
、
雇
用
創
出
、
グ
リ
ー
ン
技
術
の
コ
ス
ト
低
減
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
い
う
政
策

目
的
と
の
関
係
で
ど
の
程
度
有
効
で
あ
っ
た
か
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
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2

出
所

：
Shell

図
７
：
EU
-ETSの

ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
の
推
移
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策
の
中
核
で
あ
る
排
出
量
取
引
（
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
）
の
評
価
は
、
競
争
力
強
化
、
雇
用
創
出
、
コ
ス
ト

低
減
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
い
ず
れ
の
面
で
も
落
第
点
を
も
ら
っ
て
い
る
。「
直
接
規
制
よ
り
も
経
済
的

手
法
の
方
が
政
策
的
に
は
上
位
に
あ
り
、
効
率
的
で
あ
る
」
と
い
う
漠
然
た
る
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
が
存

在
す
る
が
、
こ
の
表
を
見
る
限
り
、
省
エ
ネ
基
準
等
の
直
接
規
制
の
方
が
温
暖
化
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
、
コ
ス
ト
低
減
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
で
有
効
で
あ
っ
た
と
の
評
価
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
大
量
の
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
存
在

　

Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
市
況
低
迷
に
は
種
々
の
背
景
が
あ
る
。
最
大
の
理
由
は
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン 

シ
ョ
ッ
ク
と
２
０
０
９
年
か
ら
の
ユ
ー
ロ
危
機
に
よ
る
欧
州
の
経
済
不
振
に
伴
い
、ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
が 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
供
給
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
フ
ェ
ー
ズ
３
に
お

い
て
Ｃ
Ｄ
Ｍ
等
の
国
際
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
使
用
を
制
限
す
る
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に

フ
ェ
ー
ズ
２（
２
０
０
８
年
〜
12
年
）の
間
に
大
量
の
国
際
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
買
い
付
け
が
な
さ
れ
た
こ
と

も
ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
低
下
を
招
い
た
。
こ
れ
に
加
え
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
令
を
踏
ま
え
、各
国
が 

割
高
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
固
定
価
格
買
取
制
度
等
に
よ
っ
て
導
入
を
義
務
付
け
し
た
結
果
、
オ
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出
所

：
T

he Institute of International and European A
ffairs "EU

 Clim
ate Policy 2030 : O

ne T
arget to Rule T

hem
 A

ll?"（
M

ay 2013）

図
８
：
EU
の
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
「
成
績
表
」
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ー
ク
シ
ョ
ン
需
要
の
大
口
で
あ
る
電
力
部
門
に
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
が
低
下
し
た
こ
と
も
拍
車
を 

か
け
た
。
こ
の
結
果
、図
９
に
示
す
よ
う
に
、フ
ェ
ー
ズ
３
が
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
３
年
当
初
時
点
で
、 

す
で
に
20
億
ト
ン
を
超
え
る
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
積
み
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
欧
州
委
員
会
は
、現
状 

を
放
置
す
れ
ば
、
２
０
２
０
年
頃
の
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
総
量
は
25
億
ト
ン
を
超
え
る
と
見
積
も
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
況
は
更
に
軟
化
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。

（
３
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
低
迷
の
問
題
点

　

そ
も
そ
も
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
導
入
時
に
欧
州
委
員
会
が
狙
っ
て
い
た
目
的
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
確
実
な
削
減
に
加
え
、
温
室
効
果
ガ
ス
に
価
格
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
低
炭
素
電
源
へ
の
ス
イ
ッ

チ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
炭
素
価
格
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い
く
、

少
な
く
と
も
20
〜
30
ユ
ー
ロ
／
ト
ン
の
レ
ベ
ル
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
炭
か
ら
ガ
ス
火
力
へ
の
転
換
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
が
23
〜

29
ユ
ー
ロ
／
ト
ン
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
試
算
も
あ
る＊

６

。
翻
っ
て
現
在
の
５
ユ
ー
ロ
〜
７
ユ
ー
ロ

と
い
う
市
況
で
は
、
低
炭
素
経
済
に
向
け
た
投
資
を
促
す
シ
グ
ナ
ル
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
石
炭
火
力
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を
新
設
し
て
も
ペ
イ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、
欧
州
に
お
い
て
化
石
電
源
の

ロ
ッ
ク
イ
ン
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
の
が
欧
州
委
員
会
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。

　

経
済
学
的
に
言
え
ば
、
炭
素
価
格
を
も
っ
と
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
目
標
を
更
に

厳
し
く
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
２
０
２
０
年
ま
で
に
20
％
削
減
と
い
う
目
標
は
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
で

既
に
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
価
格
が
予
想
よ
り
低
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
加

盟
国
（
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
）
と
の
関
係
で
は
政
治
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

　
「
炭
素
価
格
に
着
目
す
る
炭
素
税
と
異
な
り
、
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に

着
目
し
た
制
度
。
キ
ャ
ッ
プ
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

価
格
が
低
く
な
っ
て
も
問
題
な
い
は
ず
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
価
格
が
上
下
す
る
の
は
キ
ャ
ッ
プ

＆
ト
レ
ー
ド
の
本
質
で
あ
り
、
価
格
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
あ
れ
こ
れ
手
を
加
え
る

な
ら
ば
、
炭
素
税
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
議
論
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
租
税
政

策
は
各
国
の
権
限
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
域
内
で
統
一
的
な
税
を
導
入
す
る
こ
と
は
政
治
的
に
不
可

能
に
近
い
。
ま
た
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
新
税
導
入
は
不
人
気
で
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
導
入

さ
れ
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
環
境
税
導
入
が
不
可
能
で
あ
り
、
よ
り
「
柔
軟
性
が
高
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く
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し
た
」
ア
プ
ロ
ー
チ
が
選
ば
れ
た
か
ら
だ
。
今
更
、
炭
素
税
の
議
論
を

蒸
し
返
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
規
制
し
、
価
格
に
介
入
し
な
い
こ
と
を
建

前
と
す
る
制
度
で
あ
る
一
方
で
、
欧
州
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
価
格
固
定
、
導
入
量
無
制

御
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
重
視
」
と
い
う
こ 

と
で
あ
れ
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
を
義

務
付
け
、
グ
リ
ー
ン
証
書
取
引
を
認
め
て
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
導
入
を
目
指
す
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
基
準（
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）の
方
が
親
和
性
が
高
い
。
し
か
し
、Ｒ
Ｐ
Ｓ
で
は
価
格
が
固
定 

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
か
ら
見
れ
ば
不
確
実
性
が
高
く
、
太
陽
光
発
電

の
よ
う
な
コ
ス
ト
高
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
は
不
利
で
も
あ
る
。
欧
州
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
主
流
に
な
っ
て
き
た

背
景
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
強
力
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
価
格
不
介
入
を
建

前
と
す
る
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
市
況
低
迷
に
見
舞
わ
れ
、
市
場
介
入
的
な
制
度
改
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
導
入
量
無
制
御
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
で
は
コ
ス
ト
負
担
が
限
界
に
達

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
に
上
限
を
設
定
す
る
と
同
時
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
か
ら
卸
電
力
価
格
＋
プ
レ
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ミ
ア
ム
と
い
う「
フ
ィ
ー
ド
イ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」へ
の
移
行
、更
に
は
割
増
金
に
つ
い
て
も
競
争
入
札
を 

導
入
す
る
と
い
う
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
重
視
の
制
度
改
革
を
行
っ
て
き
て
い
る
の
は
皮
肉
な
構
図
で
あ
る
。

６　

https://carbon-pulse.com
/16673/

（
４
）
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
導
入

　

欧
州
委
員
会
が
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
対
す
る
短
期
対
策
と
し
て
提
案
し
た
の
が
、
フ
ェ
ー
ズ
３
に
お

け
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
量
の
絞
り
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ェ
ー
ズ
３
初
期
（
２
０
１
４
、
２
０
１
５
、

２
０
１
６
年
）
の
予
定
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
量
を
９
億
ト
ン
分
絞
り
込
み
、
需
給
を
タ
イ
ト
に
し
た
上
で
、

フ
ェ
ー
ズ
３
末
期
の
２
０
１
９
年
、
２
０
２
０
年
に
そ
の
分
を
上
乗
せ
し
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
る

と
い
う
も
の
で
、「
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
緊
急
避
難
策
と
も
い
う
べ
き
提
案

で
あ
っ
た
が
、
一
度
は
欧
州
議
会
で
否
決
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
が
５
ユ
ー
ロ
程
度
か
ら
２
・
５
ユ

ー
ロ
ま
で
暴
落
し
た
。
そ
の
後
、「
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
１
回
限
り
。
か
つ
欧
州
か
ら
の
産
業
移

転
の
可
能
性
に
つ
い
て
影
響
評
価
を
行
う
」
と
の
条
件
付
で
よ
う
や
く
欧
州
議
会
を
通
す
こ
と
が
で
き
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て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
が
７
ユ
ー
ロ
前
後
と
、
一
時
の
５
ユ
ー
ロ
よ
り
も
や
や
持

ち
直
し
た
の
は
そ
れ
が
背
景
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
図
10
に
示
す
よ
う
に
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
短
期
対
策
で
あ
り
、
20
億
ト
ン

を
超
え
る
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
存
在
と
い
う
構
造
的
な
問
題
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
絞
り
込
ん
だ
分
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
２
０
１
９
年
〜
20
年
に
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
の
で
、
２
０
２
０
年
以
降
は
図

９
の
基
本
ケ
ー
ス
と
同
じ
で
あ
る
。

（
５
）
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
の
提
案

　

こ
の
構
造
的
な
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
問
題
に
対
処
し
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
抜
本
的
な
立
て
直
し
を
図 

る
た
め
に
２
０
１
４
年
１
月
に
欧
州
委
員
会
が
提
案
し
た
の
が
「
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
」（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
： 

M
arket Stability Reserve

）
で
あ
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
を
２
０
２
１
年
か
ら
導
入
す
る

　
　

余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
８
・
33
億
ト
ン
を
上
回
っ
た
場
合
、
余
剰
分
の
12
％
を
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー

ブ
に
入
れ
る
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余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
４
億
ト
ン
を
下
回
っ
た
場
合
、
リ
ザ
ー
ブ
か
ら
１
億
ト
ン
を
次
期
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
出
す

　

余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
に
一
定
の
バ
ン
ド
（
４
億
ト
ン
〜
８
・
33
億
ト
ン
）
を
設
け
、
そ
れ
を
上
回
っ

た
り
下
回
っ
た
り
し
た
場
合
に
、
リ
ザ
ー
ブ
に
繰
り
入
れ
、
リ
ザ
ー
ブ
か
ら
の
放
出
を
行
い
、
炭
素
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
市
況
の
乱
高
下
を
防
ご
う
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
市
況
低
迷

を
背
景
に
導
入
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
た
め
、「
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
は
Ｅ
Ｕ
炭
素
市
場
の
中

央
銀
行
と
し
て
相
場
介
入
の
役
割
を
担
う
」
と
見
え
る
が
、
欧
州
委
員
会
は
「
リ
ザ
ー
ブ
の
目
的
は
余

剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
抑
制
に
あ
り
、
価
格
介
入
で
は
な
い
。
リ
ザ
ー
ブ
の
発
動
要
件
も
き
ち
ん
と
決
め
ら

れ
て
お
り
、
欧
州
委
員
会
が
恣
意
的
に
発
動
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

低
迷
す
る
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
市
場
を
立
て
直
す
た
め
、
短
期
対
策
と
し
て
の
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

構
造
対
策
と
し
て
の
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
）
と
、
欧
州
委
員
会
が
あ
れ
こ
れ
知
恵
を
絞
っ

て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
２
０
１
１
年
以
降
の
ユ
ー
ロ
立
て
直
し
へ
の
悪
戦
苦
闘
と
重
な
り
合
っ
て
見

え
て
く
る
。
ユ
ー
ロ
が
欧
州
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
も
欧
州
委
員
会
が
そ

の
導
入
・
定
着
に
多
大
の
政
治
的
、
経
済
的
リ
ソ
ー
ス
を
費
や
し
て
き
た
欧
州
ワ
イ
ド
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
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で
あ
る
。
今
更
、
放
棄
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
抜
本
的
な
解
決
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
加

盟
国
間
の
利
害
対
立
が
立
ち
は
だ
か
る
と
い
う
点
も
類
似
し
て
い
る
。

（
６
）
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
の
検
討
過
程

　

話
を
Ｍ
Ｓ
Ｒ
に
戻
そ
う
。
欧
州
委
員
会
は
２
０
１
４
年
１
月
に
出
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン

グ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
）
の
設
立
、
運
営
に
関
す
る
欧
州
議
会
・
理
事

会
決
定
へ
の
提
案
─
影
響
評
価
─
」
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
の
綿
密
な
検
討
を
行
っ
て
い
る＊

７

。

　

こ
の
評
価
で
は
、
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
市
場
バ
ラ
ン
ス
回
復
の
手
段
と
し
て
、
大
き
く
２
つ
の

オ
プ
シ
ョ
ン
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
第
１
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
象
か
ら
一
定
量
を
回
収
・
廃
棄

（retirem
ent

）
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
量
を
絞
り
こ
む
方
法
、
第
２
に
よ
り
永
続
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

し
て
Ｍ
Ｓ
Ｒ
を
導
入
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
評
価
で
は
、
現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
対
応
す
る

た
め
の
１
回
限
り
（one-off

）
の
回
収
・
廃
棄
オ
プ
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
効
率
性
を
上

げ
、
将
来
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
永
続
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
方
が
有
効
で
あ
る
と
し
て
Ｍ
Ｓ
Ｒ
を
推

奨
し
て
い
る
。
更
に
Ｍ
Ｓ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
リ
ザ
ー
ブ
へ
の
回
収
及
び
リ
ザ
ー
ブ
か
ら
の
放
出
の
ト
リ
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ガ
ー
と
な
る
条
件
、
調
節
さ
れ
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
量
に
応
じ
て
７
つ
の
ケ
ー
ス
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。

①　

余
剰
量
が
キ
ャ
ッ
プ
総
量
の
40
％
〜
50
％
の
範
囲
（
バ
ン
ド
）
か
ら
外
れ
た
場
合
に
発
動
。
調
節

さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
は
バ
ン
ド
と
の
乖
離
分
（
上
限
な
し
）。

②　

余
剰
量
が
キ
ャ
ッ
プ
総
量
の
40
％
〜
50
％
の
範
囲
（
バ
ン
ド
）
か
ら
外
れ
た
場
合
に
発
動
。
調
節

さ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
は
１
億
ト
ン
を
上
限
と
す
る
。

③　

余
剰
量
が
４
億
ト
ン
〜
10
億
ト
ン
の
範
囲
（
バ
ン
ド
）
か
ら
外
れ
た
場
合
に
発
動
。
調
節
さ
れ
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
量
は
バ
ン
ド
と
の
乖
離
分
（
上
限
な
し
）。

④　

余
剰
量
が
４
億
ト
ン
〜
10
億
ト
ン
の
範
囲（
バ
ン
ド
）か
ら
外
れ
た
場
合
に
発
動
。
リ
ザ
ー
ブ
に
繰 

り
入
れ
る
量
は
累
積
余
剰
量
の
10
％
を
上
限
と
し
、
放
出
す
る
場
合
は
１
億
ト
ン
を
上
限
と
す
る
。

⑤　

余
剰
量
の
年
間
変
化
が
１
億
ト
ン
を
超
え
る
場
合
に
発
動
。
１
億
ト
ン
を
超
え
る
余
剰
量
変
化
が

あ
っ
た
場
合
は
無
制
限
に
調
節
。

⑥　

余
剰
量
の
年
間
変
化
が
１
億
ト
ン
を
超
え
る
場
合
に
発
動
。
１
億
ト
ン
を
超
え
る
余
剰
量
変
化
が

あ
っ
た
場
合
、
調
節
量
は
そ
の
50
％
ま
で
と
す
る
。
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⑦　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
見
込
み
が
２
％
〜
３
％
の
バ
ン
ド
か
ら
外
れ
た
場
合
に
発
動
。
調
整
量
は
２
億
ト

ン
を
上
限
と
す
る
。

　

な
お
、
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
の
低
迷
に
直
接
対
応
す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
格
の
水
準
を
ト
リ

ガ
ー
と
す
る
案
も
有
り
得
た
が
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
排
出
量
に
着
目
し
た
手
法
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

検
討
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
評
価
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
よ
う
な
余
剰
量
と
直
接
リ
ン
ク
し
な
い
指
標
を
ト
リ
ガ
ー
と
す

る
案
は
斥
け
ら
れ
、
余
剰
量
を
ト
リ
ガ
ー
と
す
る
案
を
比
較
検
討
し
、
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
比
し
て
シ

ン
プ
ル
か
つ
予
見
可
能
で
あ
り
、
調
整
量
が
膨
大
に
な
っ
た
り
、
調
整
が
頻
繁
に
起
き
る
こ
と
を
防
ぐ

と
い
う
理
由
で
、
余
剰
量
の
バ
ン
ド
を
絶
対
量
で
広
め
（
４
億
ト
ン
〜
10
億
ト
ン
）
に
と
り
、
調
整
量

に
上
限
を
か
け
る
オ
プ
シ
ョ
ン
④
が
推
奨
さ
れ
た
。（
５
）
で
紹
介
し
た
欧
州
委
員
会
の
提
案
は
、
数

値
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
オ
プ
シ
ョ
ン
④
の
考
え
方
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

７　

http://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN
/T

X
T

/PD
F/?uri=CELEX

:52014SC0018&
from

=EN
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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（
７
）
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
導
入
時
期
に
関
す
る
加
盟
国
間
対
立

　

Ｍ
Ｓ
Ｒ
を
導
入
す
る
た
め
に
は
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
加
盟
国
の
支
持

が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
２
０
３
０
年
気
候
変
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
時
と
同
様
、
西
欧
対

東
欧
の
対
立
軸
、
更
に
は
産
業
界
に
お
い
て
も
意
見
の
違
い
が
顕
在
化
し
た
。

　

環
境
関
係
者
や
英
国
等
の
加
盟
国
は
、
欧
州
委
員
会
提
案
を
歓
迎
し
つ
つ
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
を
立
て

直
す
た
め
に
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
特
に
炭
素
市
場
の

中
心
で
あ
る
英
国
の
デ
イ
ビ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
マ
ル
タ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
注
：
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で

は
な
い
が
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
は
参
加
）
を
誘
っ
て
大
臣
名
の
共
同
声
明
を
発
表
し
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
導
入
時

期
を
２
０
２
１
年
か
ら
２
０
１
７
年
に
前
倒
し
す
る
と
と
も
に
、
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
対
象
と
な

っ
た
９
億
ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
２
０
１
９
年
〜
20
年
に
市
場
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
リ
ザ
ー
ブ
に
繰

り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
産
業
界
で
も
コ
ス
ト
を
転
嫁
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
力
）
産

業
は
賛
成
の
立
場
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
等
の
東
欧
諸
国
は
価
格
へ
の
人
為
的
介
入
で
あ
る
と
の
理
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由
で
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
導
入
に
反
対
し
て
い
る
。
欧
州
の
経
団
連
に
相
当
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
と
併
せ
、
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
を
防
ぎ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
か
ら
の
前
倒
し
導
入
と
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
９
億
ト
ン
の
繰
り
入
れ
と
の
英
国

等
の
提
案
に
つ
い
て
は
、「
Ｅ
Ｕ
の
政
策
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
投
資
を
可
能
に
す
る
よ

う
な
予
見
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
政
策
担
当
者
が
合
意
済
み
の
ル
ー
ル

を
後
か
ら
変
え
る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
。
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
９
億
ト
ン
は
２
０
１
９
年

〜
20
年
に
市
場
に
戻
す
こ
と
で
２
０
１
３
年
に
合
意
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
対

策
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
策
を
含
む
、
抜
本
的
な
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
改
革
を
行
う
た
め
に
は
、
欧
州
委

員
会
提
案
ど
お
り
２
０
２
１
年
か
ら
の
導
入
と
す
べ
き
だ
」
と
し
て
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
。

　

２
０
１
５
年
２
月
24
日
に
は
欧
州
議
会
の
環
境
委
員
会
が
２
０
１
９
年
か
ら
の
導
入
と
バ
ッ
ク
ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
９
億
ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
リ
ザ
ー
ブ
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
決
議
を

行
っ
た
。
当
然
な
が
ら
、
環
境
関
係
者
や
英
独
は
こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
る
。
例
え
ば
環
境
コ
ン
サ
ル
の

Sandbag

は
、
２
０
２
１
年
導
入
、
９
億
ト
ン
の
市
場
へ
の
戻
し
を
内
容
と
す
る
欧
州
委
員
会
提
案
と
、 



61　　 

環
境
委
員
会
の
決
議
内
容
を
比
較
し
、
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
が
い
か
に
違
う
か
を
示
す
分
析
を
発
表
し

て
い
る
。

　

他
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
本
日
の
結
論
は
国
際
競
争
力
へ
の
悪
影
響
に
配
慮
せ
ず
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
や
貿
易
に
さ
ら
さ
れ
た
産
業
に
更
な
る
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｒ

を
導
入
す
る
場
合
、
直
接
・
間
接
の
炭
素
コ
ス
ト
に
よ
る
炭
素
リ
ー
ケ
ー
ジ
を
防
ぐ
強
力
な
条
文
を
盛

り
込
む
べ
き
で
あ
る
。
欧
州
理
事
会
、
政
策
担
当
者
は
も
っ
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と

る
こ
と
を
望
む
」
と
の
声
明
を
発
表
し
、
強
い
失
望
感
を
表
明
し
た
。

　

２
０
１
５
年
10
月
の
欧
州
環
境
相
理
事
会
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
２
０
１
９
年
か
ら
の
導
入
と
バ
ッ
ク
ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
９
億
ト
ン
の
リ
ザ
ー
ブ
へ
の
繰
り
入
れ
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
。
欧
州
議
会
環
境
委

員
会
の
決
議
を
な
ぞ
っ
た
形
で
あ
る
。
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
２
０
１
６
年
１
月

に
欧
州
司
法
裁
判
所
に
対
し
提
訴
を
行
っ
て
い
る
。

（
８
）
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
の
効
果

　

何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
21
億
ト
ン
の
余
剰
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
存
在
し
続
け
、
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
価
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較
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格
が
更
に
低
迷
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
価
格
に
ど
の
程
度
の
効
果

が
あ
る
だ
ろ
う
か
？　

強
力
な
Ｍ
Ｓ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
炭
素
価
格
は
２
０
１
５
年
末
ま
で
に
15
ユ

ー
ロ
近
く
ま
で
上
昇
す
る
と
い
う
見
通
し
が
あ
る
一
方
、
電
力
部
門
に
お
け
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
需
要
の
伸

び
の
見
通
し
を
低
め
に
と
る
と
、
環
境
委
員
会
提
案
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
た
と
し
て
も
、
20
億
ト
ン
近

い
余
剰
量
が
市
場
に
滞
留
し
、
は
か
ば
か
し
い
価
格
浮
揚
効
果
は
見
込
め
な
い
と
い
う
見
通
し
も
あ

る
。
仮
に
炭
素
価
格
が
15
ユ
ー
ロ
に
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
の
ト
リ
ガ

ー
と
し
て
は
不
十
分
と
い
う
見
方
が
強
い
。
Ｍ
Ｓ
Ｒ
は
炭
素
価
格
の
更
な
る
暴
落
を
防
ぐ
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
は
機
能
す
る
が
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
を
総
量
規
制
の
み
な
ら
ず
、
低
炭
素
投
資
や
燃
料
転

換
の
強
力
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
す
る
た
め
に
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
導
入
を
超
え
た
、
更
な
る
抜
本
的
な
政
策
変

更
が
必
要
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
10
月
の
欧
州
理
事
会
で
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
前
倒
し
導
入
と
バ
ッ
ク
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
９
億

ト
ン
の
リ
ザ
ー
ブ
へ
の
繰
り
入
れ
が
決
ま
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
足
元
の
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
市
況
を
見

る
限
り
、
プ
ラ
ス
の
影
響
は
見
え
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
パ
リ
協
定
の
合
意
と
い
う
大
金
星
が
あ
り
な
が

ら
、
２
０
１
６
年
１
月
以
降
の
相
場
は
５
ユ
ー
ロ
〜
６
ユ
ー
ロ
と
更
に
低
迷
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
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Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が
石
炭
か
ら
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
現
在
の
７
ユ

ー
ロ
か
ら
４
倍
〜
５
倍
の
30
ユ
ー
ロ
〜
35
ユ
ー
ロ
ま
で
炭
素
価
格
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
（
チ
ャ

タ
ム
ハ
ウ
ス
会
議
に
合
わ
せ
て
ブ
ラ
ッ
セ
ル
を
訪
問
し
、
欧
州
委
員
会
と
意
見
交
換
し
た
際
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ

の
導
入
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
炭
素
価
格
の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
Ｍ
Ｓ

Ｒ
は
価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
制
度
で
は
な
い
が
、
25

−

35

−

40
ユ
ー
ロ
程
度
を
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
だ
」
と
の
答
え
で
あ
っ
た
）。

　

欧
州
委
員
会
の
分
析
で
は
、
１
ユ
ー
ロ
炭
素
価
格
が
上
昇
す
る
ご
と
に
、
産
業
向
け
電
力
料
金
が

０
・
８
％
、
家
庭
用
電
力
料
金
が
０
・
５
％
上
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
７
ユ
ー
ロ
か
ら
30
ユ
ー
ロ
に
上

が
れ
ば
、
産
業
向
け
18
％
の
上
昇
、
家
庭
向
け
12
〜
13
％
の
上
昇
と
な
り
、
欧
州
産
業
の
国
際
競
争
力

の
問
題
や
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
のaffordability

の
問
題
を
惹
起
す
る
だ
ろ
う
。「
炭
素
価
格
は

高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
良
い
」
と
い
っ
た
環
境
原
理
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
取
り
得
な
い
。

　

排
出
量
取
引
と
炭
素
価
格
を
非
常
に
重
視
す
る
英
国
で
は
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
市
況
が
低
迷
す
る

中
で
、
長
期
の
投
資
シ
グ
ナ
ル
を
与
え
る
と
い
う
理
由
で
２
０
１
３
年
か
ら
独
自
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
ス
フ
ロ
ア
を
導
入
し
、
２
０
１
３
年
15
・
７
ポ
ン
ド
を
毎
年
引
き
上
げ
、
２
０
２
０
年
30
ポ
ン
ド
、
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２
０
３
０
年
70
ポ
ン
ド
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
排
出
量
取
引
の
事
実
上
の
炭
素
税
化

を
意
味
す
る
。
し
か
し
大
陸
欧
州
の
炭
素
価
格
が
低
迷
す
る
中
で
英
国
の
み
が
プ
ラ
イ
ス
フ
ロ
ア
を
設

け
て
も
製
造
業
の
大
陸
移
転
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
２
０
１
４
年
に
18
ポ
ン
ド
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
以
降
は
、
そ
れ
以
上
の
引
き
上
げ
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
後
述
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

Ｔ
の
経
済
へ
の
悪
影
響
を
懸
念
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
か
ら
プ
ラ
イ
ス
フ
ロ
ア
の
廃
止
を
要
求

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
炭
素
価
格
の
み
な
ら
ず
、
制
度
の
安
定
性
、
産

業
競
争
力
や
家
庭
へ
の
影
響
、
加
盟
国
間
の
意
見
の
違
い
に
も
目
を
配
っ
た
、
綱
渡
り
の
よ
う
な
対
応

が
必
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
制
約
条
件
の
中
で
欧
州
委
員
会
が
知
恵
を
絞
っ
た
Ｍ
Ｓ
Ｒ
提
案
で
あ
る
。

こ
れ
が
ど
の
程
度
の
実
効
性
を
有
す
る
か
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

（
９
）
フ
ェ
ー
ズ
４
に
向
け
た
欧
州
委
員
会
提
案

　

チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
会
議
に
合
わ
せ
て
訪
問
し
た
欧
州
委
員
会
気
候
行
動
局
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
導
入
の
み

な
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
フ
ェ
ー
ズ
４
（
２
０
２
１
年
〜
30
年
）
に
向
け
て
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
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る
。
２
０
１
５
年
７
月
に
は
以
下
を
柱
と
す
る
Ｅ
Ｕ
−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
指
令
改
正
案
を
提
出
し
、
現
在
、
加
盟

国
の
間
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

①　

排
出
削
減
ペ
ー
ス
の
加
速

　
　

２
０
０
５
年
比
43
％
減
を
達
成
す
る
た
め
、
２
０
２
１
年
か
ら
排
出
枠
を
年
率
２
・
２
％
切
り
下

げ
（
現
在
１
・
74
％
）

　
　

Ｅ
Ｔ
Ｓ
で
カ
バ
ー
さ
れ
た
セ
ク
タ
ー
の
追
加
的
削
減
量
は
５
・
６
億
ト
ン
（
英
国
の
年
間
排
出
量

に
相
当
）

②　

カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
対
策
の
見
直
し

　
　

カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
リ
ス
ク
の
最
も
高
い
50
セ
ク
タ
ー
に
焦
点
を
あ
て
た
無
償
配
賦
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
（
第
１
グ
ル
ー
プ
１
０
０
％
無
償
配
賦
、
第
２
グ
ル
ー
プ
30
％
無
償
配
賦
）

　
　

施
設
の
新
増
設
に
対
応
す
る
た
め
、
無
償
配
賦
分
を
確
保

　
　

無
償
配
賦
分
と
生
産
量
と
の
リ
ン
ク
を
強
化
す
べ
く
ル
ー
ル
を
柔
軟
化

　
　

２
０
０
８
年
以
降
の
技
術
進
歩
を
反
映
し
た
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
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２
０
２
１
年
〜
30
年
に
約
63
億
ト
ン
相
当
分
（
１
６
０
０
億
ユ
ー
ロ
相
当
）
を
無
償
配
賦

③　

炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
近
代
化
に
対
す
る
資
金
供
与

　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
（
産
業
部
門
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
技
術
の
実
証
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
）

　
　

近
代
化
基
金
（
東
欧
諸
国
の
発
電
部
門
の
近
代
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
等
を
支
援
）

　
　

低
所
得
の
東
欧
10
加
盟
国
の
発
電
部
門
近
代
化
支
援
の
た
め
、
無
償
配
賦
を
継
続

　

中
で
も
カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
リ
ス
ク
の
高
い
50
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
無
償
配
賦
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
％
無
償
配
賦
を
認
め
ら
れ
る
第
１
グ
ル
ー
プ
に
入
る
べ
く
、
各
産
業
団
体
が

猛
烈
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
攻
勢
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。
炭
素
集
約
度
と
貿
易
依
存
度
と
い
う
２
つ
の
指
標

を
ベ
ー
ス
に
判
断
を
し
て
い
く
と
い
う
。

　

ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
に
せ
よ
、
無
償
配
賦
を
す
る
た
め
に
は
フ
ェ
ー
ズ
４
に
お
け
る
各
業
種
（
企

業
）
の
活
動
量
（
生
産
量
）
に
つ
い
て
何
ら
か
の
枠
を
は
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
、
西
欧
諸
国
の
電
力
セ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
全
て
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
に
す
れ
ば
、
枠
の
割
り
当
て

は
不
要
に
な
る
が
、
他
方
で
「
税
率
の
定
ま
ら
な
い
新
税
導
入
」
と
同
じ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
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国
際
競
争
力
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ザ
リ
ン
グ
か
ら
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
が

な
か
な
か
全
量
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
移
行
で
き
な
い
背
景
は
そ
こ
に
あ
る
。

（
10
）
膨
大
な
官
僚
制

　

そ
し
て
無
償
割
当
へ
の
枠
の
確
保
、
新
規
参
入
へ
の
枠
の
確
保
等
、
か
つ
て
の
日
本
が
行
っ
て
い
た

輸
入
割
当
、
外
貨
割
当
に
も
似
た
管
理
経
済
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
欧
州
委
員
会
気

候
行
動
局
に
「
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
従
事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る
の
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
総
勢
１
５
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
、
70
名
程
度
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
担
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

各
国
環
境
省
に
Ｅ
Ｔ
Ｓ
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。
国
に
よ
っ
て
数
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
ド
イ
ツ
で
は

１
０
０
名
超
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
従
事
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
効
率
的
な
制
度
」
と
い
う
の
が
謳
い
文
句
の
排
出
量
取
引
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
実
績
を
見
る
限
り
、
ど
う
贔
屓
目
に
見
て
も
シ
ン
プ
ル
で
効
率
的

な
も
の
と
は
思
え
な
い
。
割
当
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
設
定
を
含
め
、
膨
大
な
官
僚
制
を
生
ん
で
お
り
、

我
が
国
が
手
本
に
す
べ
き
推
奨
事
例
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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４
．
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
（
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
）
と
そ
の
影
響

　

第
２
節
、
第
３
節
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
気
候
変
動
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
形
成
過
程
と
、
機
能
不
全
を
起
こ
し
て

い
る
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
建
て
直
し
策
に
つ
い
て
紙
数
を
割
い
て
説
明
し
た
が
、
重
要
な
点
は
、
排
出
削

減
目
標
の
設
定
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
建
て
直
し
に
つ
い
て
も
英
国
の
存
在
感
が
非
常
に
大
き

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
関
与
し
た
国
連
気
候
変
動
交
渉
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｕ
交
渉
団
の
中
で
の

英
国
の
存
在
感
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
欧
州
の
環
境
関
係
者
の
間
で

強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
理
由
で
あ
る
。
以
下
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

（
１
）
衝
撃
的
な
離
脱
派
の
勝
利

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
残
留
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
に
お
い
て
、
事
前
の
予
想
を
覆
す
「
離
脱
」
と
の
結
果

が
２
０
１
６
年
６
月
24
日
に
出
た
。
こ
れ
が
英
国
自
身
の
み
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ
、
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
て
い
る
こ
と
は
連
日
の
報
道
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
２
０
１
５
年
８
月
ま
で
英
国
に
駐
在
し
た
筆
者
に
と
っ
て
も
衝
撃
で
あ
っ
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た
。
筆
者
の
駐
在
中
、
２
０
１
６
年
の
国
民
投
票
と
い
う
レ
ー
ル
は
既
に
敷
か
れ
て
お
り
、
英
国
内
で

も
活
発
な
議
論
が
あ
っ
た
が
、
日
ご
ろ
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
た
学
者
、
研
究
者
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
等
は

概
ね
「
い
ろ
い
ろ
議
論
は
あ
る
け
れ
ど
、
変
化
を
嫌
い
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
好
む
英
国
民
は
最
終
的
に

は
残
留
を
選
ぶ
。
む
し
ろ
国
民
投
票
に
よ
っ
て
ず
っ
と
燻
り
続
け
て
き
た
Ｅ
Ｕ
離
脱
論
に
決
着
を
つ
け

る
の
は
良
い
こ
と
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
世
論
調
査
で
は
残
留
派
と
離
脱

派
が
拮
抗
し
、
離
脱
派
が
リ
ー
ド
す
る
局
面
も
多
々
あ
り
、
そ
の
乖
離
に
驚
い
た
。
国
際
都
市
ロ
ン
ド

ン
の
エ
リ
ー
ト
と
話
を
し
て
い
た
だ
け
で
は
英
国
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

同
じ
よ
う
な
経
験
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
投
票
に
も
当
て
は
ま
る
。
一
時
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独

立
派
が
世
論
調
査
で
残
留
派
を
上
回
り
、
国
中
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
結
果
は
僅
差
で
残
留
と
な
っ
た

が
、
そ
の
結
果
、
浮
か
び
上
が
っ
た
教
訓
は
「
人
は
必
ず
し
も
理
性
や
経
済
論
理
に
従
っ
て
投
票
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
英
国
か
ら
の
独
立
は
経
済
的
に
は
間
違
い
な
く
マ
イ
ナ
ス
だ

が
、
離
脱
す
る
と
こ
う
い
う
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
と
い
う
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
前
面
に
出
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
比
べ
て
訴
求
力
が
弱

い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
の
Ｅ
Ｕ
残
留
・
離
脱
論
に
つ
い
て
も
「
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
と
こ
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ん
な
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
」
と
い
う
冷
静
な
議
論
よ
り
も
「
移
民
は
国
民
の
税
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い

る
」「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
は
バ
ナ
ナ
の
曲
が
り
具
合
ま
で
規
制
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
事
実
に
反
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
「
英
国
人
の
手
に
英
国
を
取
り
戻
す
」
と
い
っ
た
「
情
熱
的
」
な
議
論
が
勝
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（
２
）
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
に
多
い
温
暖
化
懐
疑
論
者

　

今
回
の
国
民
投
票
の
焦
点
は
何
と
言
っ
て
も
移
民
問
題
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
問
題
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
保
守
党
内
の
ア
ン
チ
Ｅ
Ｕ
派
や
英
国
独
立
党 

（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
等
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
の
中
に
温
暖
化
懐
疑
論
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
例
え
ば
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
、
財
務
大
臣
を
務
め
た
保
守
党
の
重
鎮
、
ナ

イ
ジ
ェ
ル
・
ロ
ー
ソ
ン
貴
族
院
議
員
は
欧
州
の
気
候
変
動
対
策
に
疑
問
を
呈
し
た
「A

n A
ppeal to 

Reason

」
の
著
者
で
あ
り
、
気
候
変
動
に
懐
疑
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
クT

he Global W
arm

ing Policy 
Foundation

を
創
設
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
前
首
相
と
袂
を
分
か
ち
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
で
論

陣
を
張
っ
た
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
現
外
務
大
臣
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
長
時
に
気
候
変
動
懐
疑
派
の
学
者
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ピ
ア
ー
ズ
・
コ
ー
ビ
ン
（
コ
ー
ビ
ン
労
働
党
首
の
兄
）
の
見
解
を
引
用
し
、
温
暖
化
脅
威
論
に
対
す
る

疑
念
を
表
明
し
た
。
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
並
ん
で
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
を
引
っ
張
っ
た
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー

ヴ
前
司
法
大
臣
は
、
教
育
大
臣
の
際
に
教
科
書
か
ら
気
候
変
動
に
関
す
る
記
述
を
削
除
す
る
こ
と
を
主

張
し
た
と
の
理
由
で
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
た
と
い
う
前
歴
を
持
つ
。
ま
た
ナ
イ
ジ
ェ
ル
・

フ
ァ
ラ
ー
ジ
前
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
代
表
も
温
暖
化
人
為
起
源
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
欧
州
の
反
Ｅ
Ｕ
・
反
移
民
政
党
は
温
暖
化
問
題
に
は
お
し
な
べ
て
懐
疑
的
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
ド
イ
ツ
の
反
Ｅ
Ｕ
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
に
基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
や
脱
原
発
を
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

（Energiew
ende

）
に
反
対
し
て
お
り
、「
温
暖
化
問
題
に
は
多
く
の
不
確
実
性
が
あ
り
、
科
学
的
調

査
が
先
決
。
地
球
規
模
の
問
題
は
大
排
出
国
の
協
調
に
よ
っ
て
の
み
解
決
可
能
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
や
欧

州
が
一
方
的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
は
反
対
」
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
反
Ｅ
Ｕ
政
党
「
国
民

戦
線
」（Front N

ational

）
は
国
連
気
候
変
動
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
「
共
産
主
義
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

で
あ
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
や
合
意
を
支
持
し
な
い
」
と
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
。
彼
ら
の
考
え
方

に
共
通
す
る
の
は
Ｅ
Ｕ
更
に
は
国
連
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
強
い
反
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発
で
あ
る
。
そ
し
て
温
暖
化
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
が
大

き
な
役
割
を
果
た
す
分
野
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
欧
州
委
員
会
が
各
国
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
調
整

し
、
種
々
の
指
令
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
り
、
国
際
交
渉
の
場
で
は
欧
州
ワ
ン
ボ
イ
ス
で
の
発
言
を
行

う
。
こ
の
た
め
、
反
Ｅ
Ｕ
政
党
に
と
っ
て
は
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
権
限
の
強
い
分
野
と
し
て
格
好
の
攻
撃

材
料
と
な
る
。

（
３
）
新
た
な
炭
素
予
算
の
発
表

　

国
民
投
票
翌
週
の
６
月
30
日
、
ア
ン
バ
ー
・
ラ
ッ
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
は
２
０
０
８
年

に
策
定
さ
れ
た
気
候
変
動
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
独
立
機
関
で
あ
る
気
候
変
動
委
員
会
の
提
言

を
受
け
入
れ
、
英
国
の
第
５
次
炭
素
予
算
（
２
０
２
８
年
〜
32
年
）の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
90
年
比
57
％
減
と
す
る
と
発
表
し
た
。

　

英
国
の
累
次
の
炭
素
予
算
は
第
１
次
（
２
０
０
８
年
〜
12
年
）
で
90
年
比
23
％
減
、
第
２
次

（
２
０
１
３
年
〜
17
年
）
で
90
年
比
28
％
減
、
第
３
次
（
２
０
１
８
年
〜
22
年
）
で
２
０
２
０
年
ま
で

に
90
年
比
35
％
減
、
第
４
次
（
２
０
２
３
年
〜
27
年
）
で
２
０
２
５
年
ま
で
に
90
年
比
50
％
減
と
な
っ
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て
お
り
、
今
回
の
第
５
次
炭
素
予
算
は
そ
れ
に
続
く
も
の
と
な
る
。
気
候
変
動
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
３
作
業
部
会
の
共
同
議
長
で
も
あ
る
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
の
ジ
ム
・
ス
キ

ア
教
授
に
よ
れ
ば
、
第
３
次
予
算
ま
で
は
達
成
が
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
が
、
第
４
次
、
第
５
次
予
算

に
つ
い
て
は
未
だ
政
策
の
裏
づ
け
が
な
く
、
特
に
運
輸
部
門
、
建
物
部
門
等
に
つ
い
て
追
加
的
な
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
新
聞
報
道
で
は
「
こ
れ
に
よ
り
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
温
暖
化
目
標
が

犠
牲
に
な
る
と
の
懸
念
を
緩
和
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
の
廃
止

　

野
心
的
な
第
５
次
炭
素
予
算
の
発
表
に
よ
っ
て
英
国
の
環
境
関
係
者
は
快
哉
を
叫
ん
だ
が
、

２
０
１
６
年
７
月
13
日
に
新
首
相
に
就
任
し
た
テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
（
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
：D

epartm
ent of Energy and Clim

ate Change

）
を
廃
止
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
戦
略
省
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
：D

epartm
ent for Business, Energy and Industrial Strategy

） 

に
吸
収
す
る
と
の
発
表
を
行
っ
た
こ
と
で
冷
や
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候

変
動
省
は
気
候
変
動
法
制
定
を
踏
ま
え
て
２
０
０
８
年
に
設
立
さ
れ
た
官
庁
で
、
も
と
も
と
ビ
ジ
ネ
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3
出

所
：

英
国

気
候

変
動

委
員

会

図
14：

英
国
の
炭
素
予
算
の
推
移
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ス
・
企
業
・
規
制
改
革
省
（
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
）
に
あ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
部
門
と
環
境
・
食
料
・
地
域

省
（
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
）
に
あ
っ
た
温
暖
化
対
策
部
門
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
気
候
変
動
を
ま
と
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
・
産
業
政
策
を
担
当
す
る
省
に
統
合
し
た
こ
と
に
な
る
。
テ
リ

ー
ザ
・
メ
イ
内
閣
の
最
重
要
課
題
は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
伴
う
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
新

た
に
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
省
を
立
ち
上
げ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
が
ス
ク
ラ
ッ
プ

財
源
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

新
た
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
戦
略
大
臣
に
就
任
し
た
の
は
ブ
ラ
ウ
ン
政
権
時
代
に
保
守

党
で
影
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
で
あ
っ
た
グ
レ
ッ
グ
・
ク
ラ
ー
ク
氏
で
あ
り
、
気
候
変
動
担
当

大
臣
は
ニ
ッ
ク
・
ハ
ー
ド
氏
で
あ
る
。

　

環
境
団
体
や
労
働
党
、
自
民
党
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
経
験
者
は
こ
の
決
定
を
強
く
批
判
し

た
。「
ば
か
げ
て
い
る
。
新
し
い
官
庁
の
名
前
に
気
候
変
動
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
官
庁
の
名
前
は

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
や
結
果
を
反
映
す
る
も
の
だ
」（
ブ
ラ
ウ
ン
内
閣
で
初
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大

臣
を
務
め
た
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
元
労
働
党
党
首
）、「
残
念
な
こ
と
だ
が
、
政
府
が
欧
州
懐
疑
論
と
気

候
懐
疑
論
が
し
ば
し
ば
手
を
携
え
る
右
派
に
傾
い
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
」（
キ
ャ
メ
ロ
ン
内
閣
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で
自
民
党
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
ク
リ
ス
・
ヒ
ュ

ー
ン
氏
）「
英
国
の
気
候
変
動
対
策
の
大
き
な
後
退
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
に

お
い
て
温
暖
化
を
格
下
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
イ
首
相
は
低
炭
素
投
資
に
対

す
る
信
頼
に
打
撃
を
与
え
た
」（
キ
ャ
メ
ロ
ン
内
閣
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動

大
臣
で
あ
っ
た
エ
ド
・
デ
イ
ビ
ー
氏
）
等
で
あ
る＊

８

。

　

も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
の
廃
止
が
温
暖
化
対
策
の
後
退
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
英
国
政
府
の
公
式
見
解
で
あ
る
。
ス
タ
ー

ン
・
レ
ビ
ュ
ー
で
有
名
な
ニ
コ
ラ
ス
・
ス
タ
ー
ン
卿
は
「
温
暖
化
対
策
と
産
業

政
策
が
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
気
候
変

動
委
員
会
委
員
長
の
デ
ー
ベ
ン
卿
は
「
重
要
な
の
は
名
前
で
は
な
く
、
行
動

だ
。
自
分
は
行
動
で
判
断
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
温
暖
化
対
策
が
メ
イ
内
閣
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
で
は
な
い
こ

と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
メ
イ
首
相
の
頭
を
支
配
し
て
い
る
４
つ
の
重
点
事
項

は
、
第
１
に
成
功
裏
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
遂
行
、
第
２
に
安
定
・
低
廉
な
エ
ネ

3

クラークビジネス・エネルギー・産業戦略大臣（左）、ニック・ハー
ド気候変動担当大臣（右）
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ル
ギ
ー
供
給
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
産
業
戦
略
の
策
定
を
通
じ
た
国
内
経
済
生
産
性
の
向
上
、
第
３
に
経

済
格
差
の
是
正
、
第
４
に
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
推
進
、
課
税
逃
れ
の
取
り
締
ま
り
等
を
通
じ
た
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
デ
ビ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
が
野
党
党
首
時

代
、
北
極
に
行
っ
て
ハ
ス
キ
ー
犬
を
抱
き
し
め
て
温
暖
化
防
止
重
視
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
首
相
就
任
時

に
「
歴
代
で
最
も
グ
リ
ー
ン
な
内
閣
に
な
る
」
と
言
明
し
た
が
、
メ
イ
首
相
が
温
暖
化
に
つ
い
て
思
い

入
れ
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
10
月
５
日
付
け
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ

ム
ズ
紙
は
、
10
月
２
日
に
メ
イ
首
相
が
保
守
党
大
会
で
行
っ
た"W

hat w
ill BREX

IT
 m

ean"

と

い
う
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
気
候
変
動
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
引
用
し
、「
メ
イ
内
閣
に

お
け
る
温
暖
化
問
題
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
、
労
働
党
、
保
守
党
問
わ
ず
、
１
９
９
７
年
以
降
の
い
か

な
る
内
閣
よ
り
も
低
い
」
と
書
い
て
い
る＊

９

。

８　

https://w
w

w
.theguardian.com

/environm
ent/2016/jul/15/decc-abolition-m

ajor-setback-for-uk-clim
ate-change-efforts

９　

https://w
w

w
.ft.com

/content/5d50874c-8aed-11e6-8aa5-f79f5696c731



80

（
５
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
影
響

　

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
今
回
の
国
民
投
票
を
通
じ
て
の
最
大
の
焦
点
は
移
民
問
題
で
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
政
策
は
終
始
、
争
点
の
枠
外
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
な
っ
た
と
し
て
も
気
候
変
動
法
が
廃

止
に
な
る
よ
う
な
事
態
は
想
定
し
が
た
い
。
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
英

国
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
れ
ば
、
そ
の
分
排
出
量
は
減
る
こ
と
に
な
り
、
英
国
民
が
望
ま
な
い

形
で
57
％
減
と
い
う
大
幅
削
減
が
容
易
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
反
面
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
目
標

達
成
に
向
け
て
様
々
な
不
確
定
要
素
を
投
げ
か
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
景
気
減
速
が
高
コ
ス
ト
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
策
へ
の
更

な
る
切
り
込
み
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
英
国
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
策
の
淵
源
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
シ
ェ
ア
を
15
％
に
す
る
（
電
力
分
野
で
は
30
％
）
と
い
う
Ｅ
Ｕ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
令
で
あ

る
。
こ
れ
が
野
放
図
な
間
接
補
助
金
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
財
務
省
の
管
轄
す
る
課
金
管
理

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｌ
Ｃ
Ｆ
：Levy Control Fram

ew
ork

）
の
下
で
総
額
管
理
を
さ
れ
て
き
た
。

保
守
党
・
自
民
党
連
立
政
権
の
時
代
は
、
ク
リ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ン
、
エ
ド
・
デ
イ
ビ
ー
等
、
グ
リ
ー
ン
志
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向
の
強
い
自
民
党
出
身
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、

経
済
性
重
視
、
天
然
ガ
ス
重
視
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
大
臣
と
対
立
し
て
き
た
。
昨
年
の
総
選
挙
に
お
け

る
保
守
党
の
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
気
候
変
動
法
の
支
持
が
謳
わ
れ
て
い
る
一
方
、「
陸
上
風
力
の

こ
れ
以
上
の
拡
大
を
止
め
る
」「
電
力
分
野
に
お
け
る
歪
曲
的
で
高
コ
ス
ト
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
設
定
に

反
対
」
等
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
に
よ
る
コ
ス
ト
増
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
明
ら

か
だ
っ
た
。
自
民
党
が
総
選
挙
で
壊
滅
的
敗
北
を
喫
し
、
保
守
党
単
独
政
権
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
重
視
の
傾
向
が
強
ま
り
、
ア
ン
バ
ー
・
ラ
ッ
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
の

下
で
高
コ
ス
ト
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
策
へ
の
累
次
の
切
り
込
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

２
０
１
５
年
６
月
18
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
は
、
陸
上
風
力
に
つ
き
、
既
に
計
画
認
可
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
へ
の
接
続
許
可
、
土
地
の
確
保
を
受
け
て
い
る
５
・
２

ＧＷ
分
を
除
き
、
予
定
よ

り
１
年
早
い
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
義
務
（
Ｒ
Ｏ
：Renew

able O
bligation

） 

の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
発
表
し
た
。
７
月
に
は
小
規
模
な
太
陽
光
発
電
（
50
kW
〜
５
０
０
０
kW
）

へ
の
Ｒ
Ｏ
の
適
用
を
同
じ
く
１
年
繰
り
上
げ
、
２
０
１
６
年
４
月
で
打
ち
切
る
と
発
表
し
た
。
ま
た

２
０
１
５
年
８
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
に
対
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
気
候
変
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動
賦
課
金
（Clim

ate Change Levy

）
の
免
除
措
置
が
終
了
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
額
が
Ｌ
Ｃ
Ｆ
の
枠
を
超
過

し
、
国
民
負
担
が
更
に
増
大
す
る
恐
れ
が
出
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
原
油
価
格
が
低

下
し
、
間
接
補
助
額
が
拡
大
し
た
こ
と
、
技
術
革
新
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
が
当
初

の
想
定
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
２
０
年

度
の
枠
76
億
ポ
ン
ド
を
15
億
ポ
ン
ド
ほ
ど
上
回
る
」
と
見
通
し
て
い
る
。
ラ
ッ
ド
大
臣
は
様
々
な
場
で

「
真
面
目
に
働
い
て
い
る
家
庭
が
で
き
る
だ
け
低
水
準
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
享
受
で
き
る
よ
う
確
保

す
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
過
去
10
年
間
で
60
％
上
昇
し
た
家
庭
部
門
の
電
力
価
格
の
う
ち
、
15

％
が
グ
リ
ー
ン
政
策
に
よ
る
も
の
だ
と
の
分
析
も
あ
る
。
間
接
補
助
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
ね
ば
と

い
う
ド
ラ
イ
ブ
が
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

英
国
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
義
務
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

Ｔ
に
よ
っ
て
英
国
経
済
が
減
速
す
れ
ば
、
逆
進
性
の
強
い
高
コ
ス
ト
の
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
政
治

的
に
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
策
に
更
な
る
見
直
し
が
加
え
ら
れ

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
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（
６
）
投
資
環
境
の
不
透
明
化
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
へ
の
影
響

　

第
二
に
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
外
国
企
業
に
と
っ
て
の
英
国
の
投
資
環
境
の
不
透
明
性
が
増
す
こ

と
だ
。
仮
に
英
国
が
共
通
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
失
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
英
国
が
脱
炭
素
化
の
切
り
札

と
位
置
付
け
る
洋
上
風
力
や
新
設
原
子
力
発
電
所
の
た
め
の
輸
入
資
材
調
達
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
こ
と

に
な
る
。
移
民
の
制
限
に
よ
り
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
投
資
の
た
め
の
資
金
調
達

コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
気
候
変
動
分
野
の
投
資
環
境
の
不
透
明
性
を
増
大
さ
せ
、
英
国
経
済
に
年
間
５
億
ポ
ン
ド
の
コ
ス

ト
増
を
も
た
ら
す
と
の
見
通
し
を
出
し
て
い
る
。
英
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ

ラ
部
門
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
外
国
企
業
を
呼
び
込
む
戦
略
を
と
っ
て
き
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

Ｔ
が
直
ち
に
外
国
企
業
の
移
転
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
新
規
投
資
に
と
っ
て
は
間
違
い

な
く
マ
イ
ナ
ス
要
因
で
あ
り
、
投
資
決
定
済
み
案
件
に
つ
い
て
も
よ
り
慎
重
に
こ
と
を
運
ば
ね
ば
な
ら

な
く
な
る
。
２
０
２
０
年
以
降
、
深
刻
な
電
源
設
備
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
英
国
に
と
っ
て
決
し
て
良
い

材
料
で
は
な
い
。

　

投
資
環
境
の
不
明
確
さ
等
に
よ
り
ヒ
ン
ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
原
発
新
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
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ト
に
遅
れ
が
生
じ
た
場
合
、
電
力
不
足
を
補
う
た
め
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
閉
鎖
が
予
定
さ
れ
て
い
る

石
炭
火
力
発
電
所
の
一
部
に
つ
い
て
運
転
期
間
延
長
が
行
わ
れ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
も
と
も

と
英
国
で
予
定
さ
れ
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
所
閉
鎖
は
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
か
ら

離
脱
す
れ
ば
、
そ
の
制
約
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
英
国
経
済
が
減

速
し
た
り
、
不
明
確
な
投
資
環
境
に
よ
っ
て
製
造
業
が
海
外
に
生
産
拠
点
を
移
す
等
の
事
態
が
現
実
の

脅
威
と
な
っ
て
く
れ
ば
、
国
際
競
争
力
確
保
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
低
下
さ
せ
る
と
の
理
由

で
、
上
述
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
へ
の
ブ
レ
ー
キ
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
フ
ラ
ッ
キ
ン
グ

の
加
速
、
石
炭
火
力
の
継
続
使
用
等
の
議
論
が
生
ず
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
英
国
の
「
国
の
か
た
ち
」
の
変
化
？

　

第
三
の
問
題
は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
引
き
金
と
な
っ
て
英
国
と
い
う
「
国
の
か
た
ち
」
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
こ
と
だ
。
今
回
の
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
早
速
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

国
民
党
の
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
党
首
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
Ｅ
Ｕ
に
残
留
で
き
る
よ
う
、
再
度
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
独
立
の
住
民
投
票
を
行
う
と
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
南
北
ア
イ
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ル
ラ
ン
ド
の
独
立
を
か
か
げ
る
声
も
出
て
き
て
い
る
。
と
は
い
え
、「
Ｅ
Ｕ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
交

渉
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
い
う
オ
ラ
ン
ド
仏
大
統
領
の
発
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
英
国

政
府
と
Ｅ
Ｕ
と
の
間
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
交
渉
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
国
民
投

票
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
世
論
調
査
を
見
る
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は

英
国
残
留
が
55
％
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
英
国
残
留
が
63
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｔ
交
渉
の
結
果
や
そ
の
後
の
影
響
如
何
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
独
立
の
動
き
が
再
燃
す
る

可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
が
リ
ト
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
英
国
全
体
を
前
提
に
考
え
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
や
温
暖
化
目
標
自
体
が
再
検
討
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
豊
富
な
洋
上
風
力
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
全
発
電
電
力
量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
と
の
目
標
を
掲
げ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
英
国
か
ら
離

脱
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
残
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
２
０
３
０
年
57
％
減
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。

（
８
）
英
国
は
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
続
け
る
の
か

　

ま
た
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
後
も
英
国
が
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
策
の
中
核
で
あ
る
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
続
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け
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
も
英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
す
る
こ

と
は
可
能
だ
。
現
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
等
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ

に
参
加
し
て
い
る
。

　

英
国
は
従
来
か
ら
排
出
量
取
引
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
第
２
節
、
第
３
節
で
説
明
し
て
き
た
よ

う
に
、
Ｅ
Ｕ
ワ
イ
ド
の
温
暖
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
議
論
で
も
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
や
省
エ
ネ
目

標
等
は
不
要
で
あ
り
、
野
心
的
な
温
暖
化
目
標
と
強
化
さ
れ
た
排
出
量
取
引
が
重
要
と
い
う
考
え
方
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
後
も
英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
残
留
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
英
国
政
府
関
係
者
や
欧
州
委
員
会
関
係
者
と
話
を
す
る
と
、
そ
れ
を
当

然
の
前
提
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
驚
い
た
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
へ
の
参
加
も
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
膨
大
な
交
渉
項
目
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
離
脱
の
可

能
性
も
論
理
的
に
は
排
除
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
保
守
党
右
派
の
中
に
は
何
に
よ
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
反
発
が
強
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
英
国
は
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
お
い
て
「
純
輸
入
国
」
で
あ
る
。
２
０
１
４

年
の
排
出
量
の
11
・
４
％
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
お
り
、
英
国
の
第
２
次
炭
素
予
算
（
90
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3

図
15：

英
国
国
民
投
票
前
後
４
週
間
の
EU
-ETS相

場
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年
比
28
％
減
）
の
う
ち
、
排
出
減
の
約
４
分
の
１
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
ー
ル
教
授
は
英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
ら
離
脱
し
た
場
合
（
彼 

は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
も
じ
っ
て
Ｅ
Ｔ
Ｓ
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
と
呼
称
し
て
い
る
）、
炭
素
予
算
の
達
成
手
段
の
見

直
し
を
強
い
ら
れ
、
削
減
コ
ス
ト
が
４
割
以
上
、
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
る＊＊

＊

。

　

英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
も
様
々
な
複
雑
な
問
題
が
生

ず
る
。
英
国
は
Ｅ
Ｕ
Ａ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
「
純
輸
入
国
」
で
あ
る
が
、
英
国
発
の
Ｅ
Ｕ
Ａ
ク
レ
ジ
ッ
ト
も

Ｅ
Ｕ
市
場
内
で
流
通
し
て
い
る
。
英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
ら
離
脱
し
た
場
合
、
英
国
発
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
が
法
的
位
置
づ
け
や
価
値
を
失
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
英
国
発
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
駆
け
込
み
売
却
が

生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
英
国
が
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
ら
離
脱
す
る
方
向
に
な
れ
ば
、
英
国
企
業
が

有
す
る
Ｅ
Ｕ
Ａ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
政
府
に
よ
る
買
い
上
げ
や
政
府
に
よ
る
損
失
補
填
を
求
め
る
動
き
も
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
６
月
23
日
の
国
民
投
票
前
後
で
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
相
場
は
明
確
な
段
差
を
示

し
て
お
り
、
離
脱
と
い
う
結
果
を
受
け
て
、
20
％
以
上
、
価
格
が
下
落
し
て
い
る
。

10　

http://voxeu.org/article/etsexit
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（
９
）
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
に
出
た
高
コ
ス
ト
政
策
へ
の
批
判

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
英
国
は
２
０
３
０
年
57
％
減
と
い
う
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、
そ
の
達
成
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
の
か
、
そ
の
経

済
的
影
響
は
ど
う
な
る
か
等
、
多
く
の
要
素
と
も
関
連
し
、
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
10
月
10
日
付
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
に
「
英
国
の
温
暖
化
対
策
に
は
漸
進
的
戦
略
が
必

要
だ
─
炭
素
排
出
へ
の
保
険
政
策
は
国
際
的
な
追
随
が
な
け
れ
ば
ワ
ー
ク
し
な
い
─
」
と
い
う
興
味
深

い
論
説
が
出
た＊＊

＊

。
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

温
暖
化
対
策
は
巨
大
な
保
険
契
約
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
気
候
変
動
に
よ
る
将
来
の
悪
影
響
を

防
ぐ
た
め
、
現
時
点
で
税
や
課
金
の
形
で
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　

問
題
は
２
０
２
８
年
〜
32
年
▲
57
％
と
い
う
炭
素
予
算
が
経
済
的
に
合
理
的
な
「
保
険
料
」
で
あ

る
か
ど
う
か
だ
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
▲
40
％
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
。
し
か
し
英
国
の
排
出
量
は
世

界
全
体
の
２
％
で
し
か
な
く
、
全
体
の
趨
勢
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
。

　
　

炭
素
予
算
に
よ
っ
て
英
国
は
電
力
部
門
の
急
速
な
脱
炭
素
化
を
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
炭
素
予
算
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達
成
の
中
核
と
さ
れ
る
原
子
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
ず
れ
も
高
コ
ス
ト
で
あ
る
。
ヒ
ン

ク
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
引
き
取
り
価
格
は
現
行
卸
売
価
格
の
２
倍
で
あ
り
、
そ
れ
が
35
年
も
続
く
。

　
　

こ
れ
ら
技
術
の
コ
ス
ト
を
考
え
れ
ば
気
候
変
動
に
よ
る
損
害
コ
ス
ト
を
受
け
入
れ
た
方
が
合
理
的

か
も
し
れ
な
い
。
米
国
環
境
保
護
庁
の
設
定
し
た
「
炭
素
の
社
会
的
コ
ス
ト
」
は
Ｃ
Ｏ　

１
ト
ン

当
た
り
12
ド
ル
〜
１
２
０
ド
ル
だ
が
、
洋
上
風
力
の
コ
ス
ト
は
Ｃ
Ｏ　

１
ト
ン
当
た
り
２
７
４
ド

ル
、
そ
の
他
コ
ス
ト
も
加
え
れ
ば
Ｃ
Ｏ　

１
ト
ン
当
た
り
４
７
０
ド
ル
に
達
す
る
。

　
　

化
石
燃
料
低
価
格
シ
ナ
リ
オ
の
下
で
は
家
庭
部
門
、
中
小
企
業
の
負
担
は
温
暖
化
対
策
を
と
ら
な

い
場
合
に
比
し
て
42
％
〜
77
％
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
金
融
危
機
等
に
よ
っ
て
所
得
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
家
計
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
だ
。
高
コ
ス
ト
の
非
化
石
電
源
を
性
急
に
作
る
こ

と
は
電
力
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
消
費
者
に
と
っ
て
損
失
と
な
る
。

　
　

こ
れ
は
ア
ン
バ
ー
・
ラ
ッ
ド
前
エ
ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
大
臣
が
述
べ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
広
義

の
目
的
、
即
ち
「
コ
ス
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
世
界
に
対
し
て
範
を
示
す
」
を
無
視
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
　

英
国
が
温
暖
化
に
対
す
る
保
険
政
策
を
講
じ
た
と
し
て
も
、
国
際
的
に
同
じ
よ
う
な
動
き
が
広
が

ら
な
い
限
り
、
ワ
ー
ク
し
な
い
。
過
剰
な
コ
ス
ト
支
出
は
自
滅
行
為
で
あ
る
。

２

２

２
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英
国
の
戦
略
は
思
い
込
み
（presum

ptive

）
で
は
な
く
、
技
術
進
歩
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
漸
進

的
（evolutionary

）
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
。
世
界
が
英
国
の
リ
ー
ド
に
追
随
し
な
い
限
り
、

保
険
料
を
無
駄
に
す
る
だ
け
だ
。

　

従
来
、
英
国
で
は
サ
ン
や
デ
イ
リ
ー
ミ
ラ
ー
の
よ
う
な
タ
ブ
ロ
イ
ド
新
聞
が
高
コ
ス
ト
の
温
暖
化
対

策
を
攻
撃
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
は
温
暖
化
対
策
に
対
し
て
概
ね
肯

定
的
な
記
事
を
多
く
載
せ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
形
で
温
暖
化
対
策
の
コ
ス
ト
に
光
を
当
て
た
論
評
が

出
る
こ
と
は
珍
し
い
。
こ
れ
を
執
筆
し
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
論
説
委
員
と
意
見
交
換
し
た
が
、

「
あ
の
記
事
を
書
い
て
か
ら
環
境
派
か
ら
抗
議
の
手
紙
が
た
く
さ
ん
来
て
参
っ
て
い
る
」
と
苦
笑
い
し

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
記
事
が
出
る
こ
と
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
投
票
の
前
か
ら
高
ま
っ
て
き

て
い
た
内
向
き
志
向
や
、
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安
等
に
よ
り
、
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
国
民
全

体
の
関
心
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

11　

https://w
w

w
.ft.com

/content/94dcb96a-8e12-11e6-a72e-b428cb934b78
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５
．
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
政
策
へ
の
影
響

（
１
）
Ｅ
Ｕ
の
40
％
目
標
へ
の
影
響

　

次
に
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
策
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
第
２
節
で
述
べ
た
よ
う

に
、
２
０
１
４
年
に
Ｅ
Ｕ
は
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
90
年
比
で
少
な
く
と
も
40
％
削
減
」
と
い
う
目
標

に
合
意
し
、
条
約
事
務
局
に
提
出
を
し
た
が
、
こ
の
目
標
を
合
意
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

を
は
じ
め
と
す
る
東
欧
諸
国
の
強
い
反
対
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
欧
諸
国
の

よ
う
に
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
Ｅ
Ｕ
平
均
の
60
％
を
下
回
っ
て
い
る
国
々
に
は
非
Ｅ
Ｔ
Ｓ
セ
ク
タ
ー
の

国
別
割
当
の
際
に
特
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
北
欧
等
の

西
欧
諸
国
が
そ
の
分
の
負
担
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
妥
協
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
Ｅ
Ｕ
全
体
の
12
％
の
排
出
量
を
占
め
、
90
年
比
57
％
減
の
目
標
を
掲
げ
る
英
国
が
離

脱
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
ま
で
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
で
40
％
減
と
い
う
目
標
に
手
を
つ
け

る
必
要
は
な
い
が
、
問
題
は
離
脱
後
で
あ
る
。
英
国
政
府
や
欧
州
委
員
会
関
係
者
は
、
３
つ
の
シ
ナ
リ

オ
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
第
１
の
シ
ナ
リ
オ
は
残
り
の
Ｅ
Ｕ
27
で
40
％
減
を
維
持
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
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る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
27
カ
国
で
追
加
的
な
削
減
負
担
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
東
欧
諸
国
の
反
対

を
抑
え
、
難
産
の
末
、
40
％
目
標
に
合
意
し
た
際
の
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
東
欧
諸
国
が
追
加
的
負
担
を

の
む
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
第
２
の
シ
ナ
リ
オ
は
Ｅ
Ｕ
27
で
40
％
減
を
維
持
す
る
が
、
従
来
、

目
標
の
中
で
の
カ
ウ
ン
ト
が
不
明
確
で
あ
っ
た
土
地
利
用
変
化
等
を
最
大
限
読
み
込
み
、
各
国
の
負
担

は
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
第
３
の
シ
ナ
リ
オ
は
Ｅ
Ｕ
27
と
英
国
で
40
％
減
を
共
同

達
成
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
第
４
条
第
16
項
に
は
締
約
国
が
共
同
で
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

を
認
め
る
規
定
が
あ
る
。「
英
国
と
英
国
離
脱
後
の
Ｅ
Ｕ
と
が
共
同
で
40
％
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に

合
意
す
る
」
と
い
う
形
に
す
れ
ば
、
負
担
分
担
の
見
直
し
と
い
う
混
乱
は
避
け
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
場

合
で
あ
っ
て
も
英
国
の
抜
け
た
あ
と
の
Ｅ
Ｕ
の
目
標
は
40
％
か
ら
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。
第
16
項

で
は
合
意
に
参
加
し
た
「
各
締
約
国
」（
す
な
わ
ち
英
国
と
英
国
離
脱
後
の
Ｅ
Ｕ
）
の
排
出
削
減
目
標

を
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
今
後
の
温
暖
化
議
論
へ
の
影
響

　

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
今
後
の
Ｅ
Ｕ
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
議
論
に
与
え
る
影
響
も



94

決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　

第
２
節
で
述
べ
た
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
域
内
で
野
心
的
な
目
標
を
主
張
す
る
英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

北
欧
等
の
西
欧
諸
国
と
石
炭
依
存
が
高
く
野
心
的
な
目
標
に
消
極
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
東
欧
諸
国
は

し
ば
し
ば
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
高
い
野
心
を
掲
げ
て
き
た
英
国
が
離
脱
す
る
こ
と

は
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
「
野
心
派
」
の
力
が
相
対
的
に
弱
ま
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
の
発
言
力
が
相
対
的
に
強

ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
が
今
後
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
き
、
40
％
目
標
を
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
合
意
形
成
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
の
会
議

で
欧
州
の
環
境
関
係
者
が
英
国
離
脱
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
相
対
的
な
発
言
力
上
昇
に
懸
念
を
示
し
て

い
た
の
は
こ
れ
が
理
由
で
あ
る
。

　

ま
た
英
国
は
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
推
進
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
的
存
在
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ

の
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
議
論
す
る
際
、
英
国
は
「
排
出
量
目
標
一
本
が
あ
れ
ば
十

分
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
時
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
は
不
要
」

と
主
張
し
、
再
エ
ネ
目
標
や
省
エ
ネ
目
標
も
必
要
と
い
う
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
と
対
立
し
た
。
余
剰

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
蓄
積
に
よ
り
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
立
て
直
し
の
た
め
に
案
出
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さ
れ
た
「
市
場
安
定
化
リ
ザ
ー
ブ
（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
）」
を
欧
州
委
員
会
提
案
の
２
０
２
１
年
導
入
で
は
な
く
、 

２
０
１
７
年
か
ら
前
倒
し
で
導
入
す
べ
き
と
の
議
論
を
主
導
し
た
の
も
英
国
で
あ
る
。
市
場
原
理
主
義

的
な
英
国
の
離
脱
は
、
補
助
金
・
規
制
を
重
視
す
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
相
対
的
発
言
権
を
高
め
る

こ
と
に
な
り
、
Ｅ
Ｕ
内
で
の
議
論
の
ベ
ク
ト
ル
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
英

国
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
同
じ
よ
う
に
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

第
４
節
で
述
べ
た
よ
う
に
Ｅ
Ｕ

−
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
参
加
も
幅
広
い
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
交
渉
の
一
環
と
し
て
扱
わ

れ
る
た
め
、
結
果
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
ま
た
英
国
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
れ
ば
、
Ｍ
Ｓ
Ｒ
導
入
後
の
Ｅ

Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、
更
な
る
見
直
し
と
い
っ
た
議
論
に
は
参
加
で
き
な
く
な
り
、

Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
強
化
の
た
め
の
推
進
力
が
相
対
的
に
弱
体
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

（
３
）
温
暖
化
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
低
下
の
可
能
性

　

英
国
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
温
暖
化
対
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
も
当
面
は
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

　

図
16
は
英
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
クGlobal Counsel
が
ま
と
め
た
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
英
国
及
び
Ｅ
Ｕ
に

対
す
る
影
響
で
あ
る
。
貿
易
、
外
国
投
資
、
自
由
化
・
規
制
、
産
業
政
策
、
移
民
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
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3
出

所
：

Global Counsel

図
16：

欧
州
に
対
す
る
BREXITの

影
響
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貿
易
政
策
、
国
際
的
影
響
力
、
財
政
、
不
確
実
性
等
、
多
岐
に
わ
た
る
影
響
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
が
な
い
。
こ
れ
は
「
温
暖
化
対
策
に
影
響
が
な
い
」
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
な
く
、「
温
暖
化
対
策
が
眼
中
に
な
い
」
と
解
す
る
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。

　

英
国
に
と
っ
て
は
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
共
通
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
対
英
投
資
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
な
形
で
欧
州
委
員
会
と
交
渉
を
行
う
こ
と
が
当
面
最
大
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
今

回
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
最
大
の
誘
因
と
な
っ
た
移
民
等
の
「
人
の
移
動
の
自
由
」
を
ど
う
す
る
の
か
が
争
点

と
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
温
暖
化
対
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
政
府
、
国
民
い
ず
れ
の
間
で
も
低
下

す
る
こ
と
は
不
可
避
だ
ろ
う
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
方
向
性
を
見
る
上
で
、
人
の
移
動
の
自
由
を
制
限
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
欧
州
経

済
領
域
（
Ｅ
Ｅ
Ａ
）
や
関
税
同
盟
か
ら
の
離
脱
も
辞
さ
な
い
と
い
うH

ard BREX
IT

と
、
移
民
流
入

に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
必
要
を
理
解
し
つ
つ
も
、
単
一
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
最
重
要
と
す
る

Soft BREX
IT

の
２
つ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
メ
イ
首
相
は
国
民
投
票
の
結
果
を
踏
ま
え
、
い
わ

ゆ
るH

ard BREX
IT

の
方
向
に
進
む
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
は
難
航
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
２
０
１
７
年
３
月
に
リ
ス
ボ
ン
条
約
50
条
に
基
づ
く
離
脱
通
告
を
行
う
と＊＊

＊

、
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4

出
所

：
英

財
務

省
の

資
料

を
基

に
ジ

ェ
ト

ロ
作

成

図
17：

BREXITと
新
・
通
商
協
定
の
シ
ナ
リ
オ
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そ
の
後
、
最
大
２
年
間
か
け
て
離
脱
協
定
と
新
・
通
商
枠
組
み
が
交
渉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
回

の
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
ラ
ッ
セ
ル
出
張
の
際
に
接
触
し
た
英
国
、
欧
州
委
員
会
関
係
者
は
い
ず
れ
も
「
２
年

以
内
で
交
渉
が
妥
結
す
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
。
英
国
の
よ
う
な
大
国
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱
す
る
こ

と
は
前
代
未
聞
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
と
英
国
の
間
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
気
が
遠
く
な
る
ほ

ど
複
雑
・
多
岐
に
わ
た
る
。
27
カ
国
の
意
見
が
一
致
す
れ
ば
交
渉
延
長
も
可
能
で
あ
る
が
、
英
国
が
移

民
制
限
を
伴
うH

ard BREX
IT

に
向
か
う
場
合
、
英
国
へ
の
移
民
が
多
い
東
欧
諸
国
が
ど
の
よ
う
な

反
応
を
示
す
か
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

そ
し
て
英
国
離
脱
後
の
40
％
目
標
の
扱
い
、
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
へ
の
英
国
の
参
加
も
膨
大
な
交
渉
事
項

の
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
位
置
づ
け
は
「
端
牌
」
に
過
ぎ
な
い
。
今
回
、
廃
止
さ
れ
た
英
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
気
候
変
動
省
は
英
国
の
ど
の
役
所
よ
り
も
欧
州
委
員
会
と
蜜
月
の
関
係
を
持
っ
て
き
た
。
野

心
的
な
目
標
を
出
し
た
い
欧
州
委
員
会
に
と
っ
て
、
目
標
引
き
上
げ
や
Ｅ
Ｕ

−

Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
強
化
を
主
導

す
る
英
国
の
存
在
は
心
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
ら
の
間
だ
け
で
議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

話
は
ま
と
ま
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
温
暖
化
関
連
事
項
だ
け
を
切
り
離
し
て
合
意
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
全
体
の
交
渉
が
ま
と
ま
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
ど
の
方
向
に
転
が
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
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う
こ
と
だ
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
は
Ｅ
Ｕ
の
政
治
・
経
済
全
体
に
も
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
高

い
。
英
国
の
国
民
投
票
の
結
果
に
意
を
強
く
し
て
い
る
反
Ｅ
Ｕ
政
党
は
欧
州
各
国
に
存
在
し
、
第
２
、

第
３
の
英
国
が
出
て
く
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
は
英
国
と
の
離
脱
交
渉
を
行
い

つ
つ
、
残
さ
れ
た
27
カ
国
の
政
治
的
・
経
済
的
結
束
強
化
と
更
な
る
離
脱
国
出
現
の
防
止
に
腐
心
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
権
限
が
強
い
温
暖
化
対
策
を
強
力
に
進
め

に
く
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
言
で
い
え
ば
、
英
国
に
と
っ
て
も
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
も
「
温
暖
化
対
策
ど
こ

ろ
で
は
な
い
」
状
況
が
現
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
英
国
・
Ｅ
Ｕ
の
温
暖
化
対
策
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
英
国

政
府
、
欧
州
委
員
会
関
係
者
が
異
口
同
音
に
語
っ
た
「too early to tell

」
と
い
う
表
現
に
集
約
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。
21
世
紀
政
策
研
究
所
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
た
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

12　

11
月
３
日
、
英
国
高
等
法
院
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
通
告
に
は
国
会
の
承
認
が
必
要
と
の
判
決
を
出
し
、
状
況
は
更
に
不
透
明
化
し
て
い
る
。
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